
Title 『和歌初学抄』伝本考
Sub Title
Author 川上, 新一郎(Kawakami, Shinichiro)

Publisher 慶應義塾大学附属研究所斯道文庫
Publication year 1982

Jtitle 斯道文庫論集 (Bulletin of the Shidô Bunko Institute). No.19 (1982. ) ,p.409- 435 
JaLC DOI
Abstract
Notes 阿部隆一名誉教授追悼記念論集
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00106199-00000019-

0409

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


『
和歌初学抄』伝本考

藤
原
清
輔
撰
『
和
歌
初
学
抄
』
は
同
じ
清
辅
の
『
袋
草
紙
』
『
奥
義
抄
』
 

に
く
ら
べ
て注
目
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
が
、
詠
歌
の
手
引
書
と
い
っ
た

 

性
格
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
『
能
因
歌
枕
』
と

『
八
雲
御
抄
』
を
 

つ
な
ぐ
位
置
に
あ
る
と
も
い
え
、
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

 

る
。従

来
、

『
和
歌
初
学
抄
』
の
伝
本
に
ふ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、

久
曾
神

 

昇

氏

『
日
本
歌
学
大
系
』
第
武
卷
解
題
(
昭
15
刊
、

新
版
昭
31
刊
)
、

同
 

氏I

書I

善
本
叢
書
『
平
安
時
代
歌
論
集
』
解

題

(昭
52
刊
)
、

川
瀬
一
馬

 

氏

『
古
辞
書
の
研
究
』
(
昭

30
刊
)
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
ょ
っ
て
諸
本
分
類

 

の
見
通
し
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
何
分
に
も
『
和
歌
初
学
抄
』
は
諸
本
 

の
異
同
が
は
な
は
だ
し
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
十
分
解
明
さ
れ
た
と
は
い
い
 

難
い
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
も
、
両
氏
の
論
に
幾
何
も
つ
け
加
え
る
こ
と
が
で
き

 

ず
、
系
統
の
解
明
も
不
十
分
な
の
で
あ
る
が
、
両
氏
の
検
討
さ
れ
な
か
つ
 

た
伝
本
数
本
を
披
見
し
え
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
も
含
め
て
、
今
ま
で
管
見

川
上
新
一
郎

に
入
っ
た
諸
本
の
整
理
を
試
み
た
い
と
思
ぅ
。

ま
ず
諸
本
の
分
類
を
示
す
と
次
の
よ
ぅ
に
な
る
。

I
類
本a

s天
理
図
書
館
蔵
伝
藤
原
為
家
筆
本
、

同
蔵
伝
ニ
条
為
氏
筆
本

 

(I

書I

善
本
叢
書
影
印
本
底
本
)
、
中
央
大
学
図
書
館
蔵
伝
藤
原
為

 

家
筆
本

㈣
国
会
図
書
館
蔵
本
、
彰
考
館
蔵
本

 

b

彰
考
館
蔵
金
森
本
、
書
陵
部
蔵
特
需
抄
本

 

C
S書
陵
部
蔵
谷
森
本
、
書
陵
部
蔵
梶
井
宮
本

 

㈣
松
平
文
庫
蔵
本
、
祐
徳
稲
荷
神
社
蔵
本

 

n
類
本a

書
陵
部
蔵
^
藤
原
為
家
筆
臨
模
本
(
日
本
歌
！

系
底
本
)
 

b
s鶴
見
大
学
蔵
本

㈣
寛
文
ニ
年
版
本
、
祐
徳
稲
荷
神
社
蔵
一
本

 

諸
本
は
、

「
秀
句
」
と

「
物
名
」
の
項
に
お
い
て
、

各
標
目
の
下
に
列



挙
さ
れ
る
語
句
が
少
な
く
整
然
と
し
て
い
る

I
類
本
と
、
語
句
が
多
く
雑

 

然
と
し
て
い
る

n
類
本
と
に
大
別
さ
れ
る
(
I
類
本
で
あ
る1

書g

善
本
叢

 

書
影
印
本
と

n
類
本
で
あ
る
日
本
歌
学
大
系
本
と
を
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
 

異
同
の
大
き
さ
が
わ
か
る
)
。

そ
し
て
、

I
類
本
は
、
書
写
年
時
の
格
段
に
古
い

a
wが
中
心
で
、
そ
 

れ
と
は
か
な
り
異
な
る
本
文
を
持
つ
の
が

b
で
あ
る
。

a
wは
a
wを
底
 

本
と
し
て

b
を
対
校
し
た
も
の
で
あ
る
。

0
は
^
;
(̂
と
も
に
誤
写
が
多
い
 

こ
と
も
あ
っ
て
系
統
を
確
定
し
難
い
伝
本
を
一
括
し
た
も
の
で
、
将
来
の
 

解
明
を
俟
つ
べ
き
点
が
多
い
が
、
い
わ
ゆ
る
混
態
本
か
と
思
わ
れ
る
伝
本

 

で
あ
る
。

n
類
本
は

a
が
中
心
で
、
ゎ
の
5
5
と
な
る
に
従
っ
て
、
順
次
末
流
化

 

し
た
も
の
と考
え
ら
れ
る
。

以
上
が
ご
く
大
雑
把
に
捉
え
た
諸
本
の
分
類
で
あ
る
。
以
下
、
諸
本
の
 

書
誌
を
記
述
し
、
次
い
で
異
同
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

I
類
本a

s

天
理
図
書
館
蔵
(
九
一
一
、
ニ
ー
ィ
ー
五
三
)
本

〔鎌
倉
後
期
〕
写

•
伝
藤
原
為
家
筆

 

一
帖

斐
紙
綴
葉
装
。
唐
草
文
様
縹
色
緞
子
表
紙
(
ニ
五
.〇

x
一 五
.五
掘
)
、 

左
肩
草
花
模
様
極
彩
画
金
切
箔
散
題
簽
「
和
謌
初
学
抄
」
。

見
返
、

草
花
 

模
様
極
彩
画
金
切
箔
散
。
墨
付
、

一
四
 一
丁
、
遊
紙
、
前
後
各
一
丁
。
字 

面
高
さ
、
約
ニ
ー
.〇
缠
。

毎
半
葉
八
行
書
。

一
才
は
白
紙
で
、

左
肩
に
 

打
暴
の
短
冊
を
貼
付
し
「
為
家
卿
」
と

し

「I
」

の
印
が
あ
る
。

ー
ウ
は

目
録
で
、
ニ
オ
に
内
題
「
和
謌
初
学
抄
」
と
し
、
序
に
つ
づ
い
て
本
文
に

 

入
る
。
奥
書
は
一
四
ー
ゥ
に
、

文
永
五
年
菊
月
日
書u

写
之i

 \
以
付n

属
大
夫
為
相一

者
也

桑
門
融
覚
(花
押
)

(
読

点

.
返
点
稿
者
。
以
下
同
じ
)

と
あ
る
(
但
、
本
文
と
別
筆
補
写
、

後
述
)
。

印
記
は
内
題
下
に
「
宝
玲
 

文
庫
」
の
墨
印
が
あ
る
。
ま
た
、
黒
塗
り
の
箱
に
収
め
ら
れ
、
表
に
金
字

 

で

「
和
謌
初
学
抄
為
家
卿
筆\

外
題\

冷
泉
為
綱
卿
」
と
あ
る
。
和
歌
 

の
出
典
、
歌
枕
の
国
名
注
記
を
有
す
る
。

ま
た
、

本
書
は
既
に
川
瀬
一
馬
氏
『
古
辞
書
の
研
究
』
、

中
村
忠
行
氏

 

「為
家
と
『
和
歌
初
学
抄
』
」

c
r
l善
本
叢
書
『
平
安
時
代
歌
論
集
』
月
 

報
)
が
指
摘
さ
れ
た
よ
ぅ
に
、
別
筆
補
写
と
思
わ
れ
る
部
分
が
あ
り
、
そ
 

の
部
分
は
本
文
の
系
統
を
異
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
点
は
後
述
 

す
る
。

天
理
図
書
館
蔵
(
九
一
一
、
ニ
ー
ィ
ー
五
五
)
本

〔鎌
倉
末
期
〕
写

.
伝
ニ
条
為
氏
筆

 

一
帖
 

原
本
未
見
。

『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録
』
第

三

(昭
35
刊
)
及
び
£

 

善
本
叢
書
の
久
曾
神
氏
の
解
題
を
参
照
し
て
、
書
誌
を
摘
記
す
る
。

斐
紙
綴
葉
装
。
玉
取
獅
子
織
文
薄
緑
表
紙
(
一
一
一
一
.
o

x一
四
•五
握
)
、 

左
肩
金
砂
散
丹
絹
題
簽
「
和
哥
初
学
抄
」
。

見
返
、

金
銀
砂
横
雲
模
様
。
 

墨
付
、

一
四
七
丁
、
遊
紙
、
前
 一
丁
、
後
四
丁
。
巻
末
近
く
、

一
三
六
丁
 

の
次
及
び
一
四
ニ
丁
の
次
に
 一
丁
ず
つ
落
丁
が
あ
る
。
毎
半
葉
八
行
書
。
 

墨
付
ー
ゥ
に
目
録
、
ニ
オ
に
内
題
「
和
謌
初
学
抄
」
と
あ
り
、
序
に
つ
づ
 

い
て
本
文
に
入
る
。
奥
書
は
、

一
四
五
オ
に
、



嘉
応
元
年
七
月
日
依n

殿
下
仰1

抄n

出
之一 

一
四
六
オ
に
、

右
大
臣
在
-,御
判
，

清辅

朝
臣
依n

摂
政
命一

所
，一

抄
出
一
也
、
即
彼\

朝
臣
自
筆
本
也
、
此 

事
於
，

一

和
哥
之
道一

\
尤
為n

要
須
；

深
秘n

窓
中1

莫x

出
，

I

闉
外
；
努 

(
花
押
)
\

x

 

一
四
七
オ
に
、

本
云以U

清
輔
朝
臣
自
筆
本
-終11
書
功
一
遂1

/

校
点一

早
、
又
万
葉
哥
等
不 

審
詞\

者
勘
，

一

彼

集一

令
Z
散
i

而
已 

建
長
七
年
八
月
三
日

朝
議
大
夫
源
朝
臣
在
判

又
云正

嘉
元
年
五
月
十
九
日
重
以n

正
本
一
校
合
早 

と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
奧
書
に
つ
い
て
は
、
既
に
久
曾
神
氏
に
よ
っ
て
検
討
が
加
え 

ら
れ
て
お
り
、
嘉

応

元

年

(
一
一
六
九
)
奥

書

中

の

「
殿
下
」
は
藤
原
基 

房
、
次

の

奥

書

の

「
右
大
臣
」
は

藤

原

兼

実

(
但
、
末
尾
下
部
の
花
押
は 

何
人
の
も
の
か
不
明
)
、
建
長
七
年
(
一
二
五
五
)
奥

書

の

「朝
讒
大
夫
源 

朝
臣
」
は
源
親
行
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
以
下
の
I

類
本
に 

も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
書
は
二
重
箱
に
入
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
表
に
「
和
歌
初
学
抄
為 

氏
卿
筆
一
冊j 

r

和

歌

初

学

抄

為

氏

卿

筆

」
と
あ
る
他
、

古
筆
了
音
の
極 

札

に

n

一
条
家
為
氏
卿
筆
表
題
妙
法
院
堯
延
御
筆
」
と
あ
る
と
い
う
。
 

和
歌
の
出
典
、
歌
枕
の
国
名
注
記
は
な
い
。

本
書
は
ニ
丁
分
の
落
丁
が
あ
り
、
筆
者
も
ニ
条
為
氏
と
は
必
ず
し
も
認 

め
難
い
が
、
伝

為

家

筆

本

よ

り
や
や
書
写
羡
が

下
る
も
の
の
鎌

倉
期
の 

書
写
本
と
さ

れ
(
川

瀬

.
久
曾
神
両
氏
説
)
、
し
か
も
伝
為
家
筆
本
の
よ
ぅ 

な
作
為
が
な
く
、
最
有
力
の
伝
本
で
あ
る
。

中
央
大
学
図
書
館
蔵
(
K

九
一
一
、

一

〇

四
—
F

六
八
)
本

文

永

元

年

(
一
二
六
四
)
写

力

•
伝
藤
原
為
家
筆 

一
帖 

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
ィ
ク
P

フ
ィ
ル
ム
及
び 

『
弘
文
在
待
賈
古
書
目
』

17
、

35
(
昭

24
.
4
、

昭35
.
3
)
に
よ
っ
て 

記
述
す
る
。

斐
紙
綴
葉
装
。
牡
丹
唐
草
文
様
緞
子
表
紙
(
ニ
四
•
五

X

一
 

五
.六
糖
)
、
 

左

肩

題

簽

「
和
哥
初
学
抄
」
。

見
返
、
金
銀
泥
雲
形
模
様
。

墨
付
、

一

〇 

四
丁
。
毎
半
葉
九
行
書
。

一
才
は
白
紙
で
、

一
ゥ
に
目
録
を
書
き
、

ニ
オ 

に

内

題

「
和
謌
初
学
抄J

と
し
、
序
に
つ
づ
い
て
本
文
に
入
る
。
途
中
、
 

六
九
丁
と
七
〇
丁
の
間
に
落
丁
が
あ
り
、
「
物
名
」
貝

の

項

「
い
そ
か
ひ
」 

よ
り
、
「
所
名
」
江
の
末
尾
ま
で
を
欠
い
て
い
る
。
約
三
〇
丁
の
落
丁
で
、
 

お
そ
ら
く
、
ニ
折
分
の
脱
落
で
あ
ろ
ぅ
。
奥
書
は
、
九
八
オ
に
、

嘉

応

元

年

七

月

日

依

，

一

殿
下
仰
一
抄，一

出
之
,

九
八
ゥ
に
、

御
本
記
云 

右
大
臣
在
_

清
輔
朝
臣
依
，

一

摂
政
命1

所
，

一

抄
出
一
也
、
即
彼
朝
臣\

自
筆
本
也
、
此 

書
於M

和
謌
之
道
，尤
為
=
要
須
ー\

深
秘n

窓
中
一
莫
Z
出

-
一

閫

外

ー

努
 

力

.

/
V

 

九
九
オ
に
、

書
本
云



件
自
筆
本
後
法
性
寺
禅
閤
相n

伝
八
条
左

\

相
府

i

 

相n

伝
 

予
；
其
後
星
霜
\
雖
ぃ
送
，藪
十
年
一
稟
承
纔
及
，一
両
三
代
一
而
依
，?

 

懇
望
異

P他
許

，
一

与

俊

瑜

，
令

k写
，
点
也
、\

当
道
之
規
模
末
代
之
証
本

 

者
\
狹
矣

安
祥
寺
也 

前
権
僧
正
在
判

一
〇
〇
オ
に
、

文
永
元
年
六
月
廿
七
日
写n

正
本
一
以x

本\

書
写
了
、
尤
可n

秘

蔵一 

也
交
合
畢

以
下
、
用
紙
が
変
わ
り
、
'̂

筆

(
南
北
朝
ご
ろ
の
も
の
と
い
ぅ
)
で

一

 

〇

一
才
に
「
和
歌
集\

夏
」
と
し
て
、
『
詞
花
和
歌
集
』
巻
ニ
夏
の
巻
頭
ニ
 

首
を
書
き
、
更
に
一
〇
ニ
オ
に
「
春
か
す
み
た
つ
た
の
山
に
は
つ
は
な
を

 

\
忍
よ

り

、

夏
は
つ
ま
恋
す
る
神
な
ひ
の
ほ\

と
、
き
す
、
秋
は
か
せ
に
 

ち
る
か
つ
ら
き
の\

も
み
ち
、
冬
は
し
ろ
た
え
の
ふ
し
/
の
た
か
ね
に
ゆ
 

き
つ
も
る
と
し
の
く
れ\

ま
て
、
み
な
是
お
り

に

つ
け
た
る
な
さ
け\

な
 

る
へ
し
」
、

一
〇
ニ
ゥ
に
、
「
な
つ
の
よ
は
ま
た
よ
ひ
\
な
か
ら
あ
け
ぬ
る
 

を\

雲
の
い
つ
く
に
月\

や
と
る
覧
」
と
す
る
。

最
後
に一

〇
三
ゥ
よ
り
一
〇
四
オ
に
か
け
て
、

斯
書
者
清
輔
朝
臣
所
K作
也
、\

歌
道
之
入
徳
門
也
、
仍
名
ュ
初
学
抄
ー 

\

然
而
為
家
卿
為
k令
，

一

後
学
人
\
覚
7
之
、

伝
=
写
彼
遺
一
焉
、

作
者 

之\

意
与
，一
筆
者
之
情
一
見
者
」
可
，一
井
按
一
矣
Y
尤

可

ュ

吟\

床 

下
-耳

寛
永
五
年
初
春
日

亜

槐

藤

(
花
押
)

と
、
烏
丸
光
広
の
識
語
が
あ
る
。

奥
書
中r

後
法
性
寺
禅
闇
」
は
藤
原
兼
実
、
「
八
条
左
相
府
」
は
兼
実
男
 

良
輔
、

「安
祥
寺
前
権
僧
正
」
は
良
輔
子
良
瑜
と
思
わ
れ
る
。

俊
瑜
は
未

 

詳
で
あ
る
。

印
記
は
、

一
才
に
「
残
花
書
星
」
「
岡
田
真
\
之
蔵
書
」
と
 

あ
り
、
戸
川
浜
男
、
岡
田
真
氏
旧
蔵
本
で
あ
る
。
ま
た
、
黒
塗
り
の
箱
に
 

収
め
ら
れ
、

箱
の
表
に
「
和
謌
初
学
抄
為
家
卿
真
筆
一
冊
」
と
金
蒔
絵
で
し
 

る
さ
れ
て
い
る
と
い
ぅ
。
和
歌
の
出
典
、
歌
枕
の
国
名
注
記
を
有
す
る
。

本
書
の
筆
跡
は
、
天
理
本
伝
為
家
筆
本
と
も
、
書
陵
部
本
伝
為
家
筆
臨

 

模
本
と
も
異
な
っ
て
お
り
、
久
曾
神
氏
が
早
く
指
摘
さ
れ
た
よ
ぅ
に
、
為
 

家
筆
と
す
る
こ
と
は
た
め
ら
わ
れ
ま
た
大
き
な
落
丁
も
あ
る
が
、
天
理
の
 

ニ
古
写
本
と
極
め
て
近
い
本
文
を
有
し
(伝
為
家
筆
本
に
よ
り
近
い
)
、
 

書
写
^

の
古
さ
か
ら
も
有
力
な
伝
本
で
あ
る
。
 

a 
^

国
立
国
会
図
書
館
蔵
(
一
九
五
—
八
七
)
本

正
保
五
年
写

 

一
冊
 

薄
葉
紙
袋
綴
。

元
表
紙
は
な
く
、

「帝
国
図
書
館
蔵
」
の
文
字
を
浮
き
 

出
さ
せ
た
茶
色
厚
紙
表
紙
(
ニ
四
*
>
<
ー
八
*
ニ
醒
)
、
左
肩
題
簽
「
和
謌
 

初
学
抄
完

J
。

墨
付
、

一
五
ニ
丁
、
遊
紙
な
し
。
字
面
高
さ
、
約

一
九
. 

〇
握
。
毎
半
葉
八
行
書
。
ー
ゥ
に
目
録
が
あ
り
、
ニ
オ
に
「
和
謌
初
学
抄
」
 

と
内
題
し
、
序
に
つ
づ
い
て
本
文
に
入
る
。
奥
書
は
、

一
四
九
オ
に
、
 

嘉
応
元
年
七
月
日
依
，一殿
下
仰

一

抄

ニ

出

之

一  

一
五
〇
オ
に
、

右

大

臣

在
，，

御

判

,

清
辅
朝
臣
依n
摂
政
命
,所u

抄
出
一
也
、
即
彼\

朝
臣
自
筆
本
也
、
此



普事
於
，一
和
哥
之
道
一
\
尤
為n

要
須
一
深
秘
，一
窓
中
一
莫
k出
，一
闉
外
；
努 

\
 
く
 

一
五
一
ォ
に
、

本
云以，一

清辅

朝
臣
自
筆
本一

終n

事
功
，遂
，？

校
点一

早
、
又
万
葉
哥
等
不 

審
詞
者
\
勘
ュ
彼
集一

令x

散x

蒙
而
已 

建
長
七
年
八
月
三
日

朝
議
大
夫
源
朝
臣
在
判

又
云正

嘉
元
年
五
月
十
九
日
重
以n
正
本
一
校
合
皁 

次
い
で
、

一
五
一
ゥ
に
、

ィ
ニ
云 

又
云

応

安

五

年

八

月

三

日

書

一

一

写

之

一

以
ニ
数
多
本一

令
ニ
校
合
書
写
一
訖
、
猶
以
代
々
集
哥
前\

後
等
繁
多 

也
、
以
ニ
閑
日
一
可
-一
直
付
一
哉
、
先
書
留
并
加1

/

一
校一
了 

応
永
卅
三
年
五
月
日 

前
上
総
介
判 

.一
五
ニ
オ
に
、

文
明
ニ
年
六
月
中
旬
之
比
依
，一
女
房
之
所
望t \

頓
卒
終
，一
書
写
之
功
一 

了
、
不
審
事
等
雖
^
^
之\

如
：，本

写
留
了
、
閑
以
，IE
本

,

可
，,

改
直
,
 

者
也

権
大
納
言
判

同
ウ
に
、

右
写
本
以
コ
古
筆一

終
k書
k之
一
校
早
、\
其
後
以n

伏
見
殿
親
王
之 

御
真
翰
本一

令n \

校
合一

異
本
ト
腋
ニ
書x

之
落
字
同
書
入
訖

正
保
五
暦
正
月
中
八
終

と
あ
る
。

久
曾
神
氏
に
よ
れ
ば
、

「
前
上
総
介
」
は
今
川
範
政
で
あ
り
、
 

r
^

K

納
言
」
は
三
条
公
敦
で
は
な
い
か
と
い
ぅ
。

正
保
五
年
の
書
写
か 

と
思
わ
れ
る
が
、
や
や
下
る
印
象
も
あ
る
。
し
か
し
、

い
ず
れ
に
し
ろ
、
 

江
戸
前
期
の
書
写
本
で
あ
る
。
印
記
は
、
巻

頭

に

「榊
原
家
蔵
」
の
墨
印

が
あ
り
、
榊
原
芳
野
旧
蔵
本
で
あ
る
。
和
歌
の
出
典
、
歌
枕
の
国
名
注
記

(1
)

を
有
す
る
他
、
全
巻
に
詳
細
な
校
合
が
施
さ
れ
て
い
る
。

彰
考
館
蔵
(
己
一
九
—
〇
七
五
四
七
)
本

〔江
戸
前
期
〕
写 

一
冊 

楮
紙
袋
綴
。

香
色
表
紙
(
ニ
六
.〇

x
一
九
.〇缠

)
、

左
肩
題
簽
「
花 

月

抄

和
歌
初
学
抄
也
」
。
墨付
、

一
二
ニ
丁
、
遊
紙
、
前
後
各
一
丁
。
字
面 

高
さ
、

約
一
八
•八
榧
。

毎
半
葉
一
〇
行
書
。

ー
ゥ
に
目
録
が
あ
り
、
ニ 

オ
に
内
題
「
和
謌
初
学
抄J

と
し
、
序
に
つ
づ
い
て
本
文
に
入
る
。
奥
書 

は
、

正
保
五
年
の
も
の
を
欠
く
他
は
、

国
会
図
書
館
蔵
本
と
全
く
同
一 

で
、
わ
ず
か
に
国
会
図
書
館
蔵
本
の
ニ
個
所
の
「事
」
が

単

に

「
書
」
と 

な
っ
て
い
る
の
と
、
文
明
ニ
年
奥
書
冒
頭
の
「
同
」
の
字
が
な
い
点
の
み 

が
異
な
る
。
本
文
も
Y
校
合
注
記
.
書
入
れ
を
含
め
て
極
め
て
相
近
い
関 

係
に
あ
る
が
、
直
接
の
転
写
関
係
は
な
さ
そ
ぅ
で
あ
る
。
書
写
年
代
は
、
 

国
会
図
書
館
蔵
本
よ
り
や
や
下
る
印
象
も
あ
る
が
、
あ
ま
り
差
は
な
い
。
 

b

彰
考
館
蔵
(
己
二
〇
—
〇
七
五
六
五
)
本

〔室
町
末
近
世
初
〕
写 

一
帖 

斐
楮
交
漉
紙
綴
葉
装
。

淡
紅
色
表
紙
(
ニ
一
ー
.四
>
<
ー
六
.
ニ龌

)
、

左 

肩
金
銀
砂
散
題
簽
「
和
謌
初
学
抄
金
森
本
(朱
)」。

墨
付
、

七
九
丁
、
遊



紙
、
後
三
丁
。

字
面
高
さ
、
約
ー
九
.
五龌

。

毎
半
葉
ー
ニ
行
書
。

ー
ォ 

に

内

題

「
和
歌
初
学
抄
」
と
し
、
序
文
の
後
に
目
録
が
あ
る
。
奥
書
は
七 

七
オ
ょ
り
七
八
オ
に
か
け
て
、
既
述
の
I

類

本
a

㈣

ニ
本
と
同
一
の
も
の 

が

あ

る

(
正
保
五
年
奥
書
は
な
い
)
が
、
字
句
に
小
異
が
あ
る
。
国
会
図 

書
館
本
と
の
校
異
を
示
す
と
次
の
通
り
。

カ
ツ
コ
内
が
本
書
で
あ
る
。

此
事
於
和
哥
之
道
(
此
書
於
和
哥
道
)
、
本

云

(
な
し
)
、

終
事
功
遂
校 

点

旱

(
終
書
功
遂
校
合
了
)
、
朝

議

大

夫

(
諌
議
大
夫
)
、
以
正
本
校
合
早 

(
以
面
本
校
合
了
)
、
? 1
1\云

(
又

云

)
、

以

数

多

本

(
「
同
」

な

し

)
、

文
明 

ニ

年

(
「
同
」
な
し
)

更
に
七
九
オ
右
下
に
「
後
柏
原
院
以
，

一
震
筆
一
書，一

写
之一

\

校
合
了
」
と 

あ
る
。
和
歌
の
出
典
、
歌
枕
の
国
名
注
記
を
有
す
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
待
需
抄
(
ニ
六
六
—
四
)
本 

〔
江
戸
中
期
〕
写

石

井

(
平
)
行

豊

編

『
待
需
抄
』
(
元
禄
一
二
年
成
、
首
目
一
冊
本
文
一 

六
冊
)
第
十
冊
の
内
。

楮
紙
袋
綴
。

香

色

表

紙

(
ニ
七
.〇

x
一

九

.
五極
}
、

左

打
付

書

「待 

需
抄
十
」。

墨
付
、

五
六
丁
、

内
第
二
四
〜
四
六
丁
が
『
清
輔
初
学
抄
』 

の
抄
出
。
目
録
に
は
、
ニ

、

古
歌
詞
淸
輔
初
学
抄

ノ

内

一
、
万
葉
集
所
名 

同

一

、
両
所
を
詠
哥
同
」
と
あ
る
が
、
「
古
歌
詞
」r

諷
詞
」
「
似
物
」
「
必 

次
詞j 

r

喩
来
物
」
「
万
葉
集
所
名
」
「
両
所
を
詠
哥
」

の
項
を
抄
出
。

抄 

出
さ
れ
た
項
の
内
部
で
は
省
略
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
字
面
高
さ
、
約
ニ
ニ
.
 

八缠

。
毎
半
葉
ー
四
行
書
。
奥
書
な
し
。
朱
合
点
ぁ
り
。
和
歌
の
出
典
は 

あ
る
が
、
歌
枕
の
国
名
注
記
は
な
い
。
印

記

は

「
應
司
城
南\

館
図
書
印
」 

の
朱
印
が
あ
る
。

本
書
は
抄
出
本
で
あ
る
が
、

『
和
歌
初
学
抄
』
の
過
半
の
抄
出
で
、

本 

文
は
彰
考
館
蔵
金
森
本
と
同
系
統
と
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
相
互
に
若 

干
語
句
の
出
入
り
が
あ
り
、
本
書
は
金
森
本
の
下
位
伝
本
で
は
な
い
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(谷
丨
一
九
〇
)
本

〔
江
戸
中
期
〕
写 

一
冊 

斐
楮
交
漉
紙
袋
綴
。
木
目
文
様
茶
色
表
紙
(
ニ
七
.〇
x

一
九
.
四
極
)
、
 

左
肩
打
付

書

「
和
歌
初
学
抄
淸
輔
」
。
墨
付
、

七
九
丁
、
遊
紙
な
し
。
字
面 

高
さ
、

約
二
三
.〇龌

。

毎
半
葉
一
一
行
書
。

一
ゥ
に內

題
「
和
歌
初
学 

抄
」
と
し
、
目
録
に
続
い
て
、
序
及
び
本
文
に
入
る
。
奥
書
は
七
七
ゥ
ょ 

り
七
八
ゥ
に
か
け
て
あ
り
、
途
中
ま
で
伝
為
氏
筆
本
の
項
に
掲
げ
た
も
の 

と
同
一
で
あ
る
が
、
字
句
の
異
同
も
あ
る
の
で
全
文
を
示
す
。
七
七
ゥ
に
、
 

本
嘉

応

元

年

七

月

日

依

，
一
殿
下
仰
ー
抄
，
一
出
之
，

右
大
臣
在

11

御
判

1

清
輔
朝
臣
依
ュ
摂
政
命
，所11

抄
出1

也
、
即
彼
朝
臣
/
之
自
筆
本
也
、
 

此
書
於n

和

歌

之

道

一

尤

為

n

要

須

；

\

深

秘

，
一
窓
中

I

莫n

囲
外
；
努

4 

七
八
オ
に
、

本
以

，
一

清
辅

朝

臣

自

筆

本

一

終

，
一
書
功
一
遂

n

校
点一

了
、\

又
万
葉
哥
等
不 

審
詞
勘ii

彼
集一

令
Z
散\

蒙
而
已 

建
長
七
年
八
月
三
日 

諫
議
大
夫
源
朝
臣
在
判

写
本文

明
九
年
三
月
十
五
B

以，1

右

奥

書

已

下

両

\

三

本

一

令

，
*

写
一
訖
、



猶
不
審
事
等
在
k
之

按
察
使
藤
原
親
長

于X

時
明
応
三
年
九
月
二
十
七
日
遂，1

書
功
,早

右
此
本
者
為
一
一
禁
裏
御
本
一
之
僧
在
ニ
御
判
一 

七
八
ゥ
中
央
に
、

同
第
八
暦
以1一

右
御
本
一
遂1一

書
功
一
旱 

と
あ
り
、
七
九
オ
に
六
条
藤
家
の
系
図
(
房
前
よ
り
季
経
ま
で
)
が
あ
る
。
 

建
長
七
年
の
源
親
行
の
奥
書
ま
で
は
I
類
本
諸
本
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る 

も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
文
明
九
年
の
甘
露
寺
親
長
の
も
の
以
下
が
本
書
独 

自
の
も
の
で
あ
る
。

歌
枕
の
国
名
注
記
は
あ
る
が
、

r

両
所
詠
哥
」
を
除 

く
証
歌
の
出
典
注
記
を
欠
い
て
い
る
。
ま
た
所
々
に
朱
の
合
点
が
あ
る
。
 

谷
森
善
臣
旧
蔵
本
。

な
お
、
本
書
に
は
祖
本
の
錯
簡
に
も
と
づ
く
と
思
わ
れ
る
記
事
の
前
後 

が
あ
る
。

つ

ま

り

「
古

歌

詞

万

葉

集

」
中
、
巻

九

途

中

の

「
白
妙
の
袖 

ひ
つ
ま
て
に
」

の
次
に
、
巻

十

途

中

の

「
し
き
た
へ
の
枕
に
ぅ
き
て
い
ね 

ら
す
」
が
続
き
、
卷

十

一

途

中

の

「
さ

、
波
や
ふ
る
き
み
や
こ
」
ま
で
続 

い
て
、
巻

九

の

「
白
妙
の
袖
ひ
つ
ま
て
に
」

の

次

の

「
わ
か
身
そ
千
た
ひ 

し
に
か
へ
ら
ま
し
」

へ
戻
り
、
巻

十

途

中

「
し
き
た
へ
の
枕
に
ぅ
き
て
い 

ね
ら
す
」

の

前

の

「
衣
手
に
や
ま
お
ろ
し
ふ
き
て
き
よ
を
」
ま
で
続
き
、
 

卷

十

一

途

中

の

「
さ

、
波
や
ふ
る
き
み
や
こ
」

の

次

の

「
お
く
山
の
岩
か 

け
」

へ
と
続
い
て
い
る
。
分
量
か
ら
考
え
て
、
あ
る
丁
の
表
と
裏
を
逆
の 

順
に
写
し
た
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。
ま
た
全
体
に
誤
り
が
多
い
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(
一
五
ニ
ー
三
八
五
)
本

c

江
戸
前
期
〕
写 

一
冊 

楮
紙
袋
綴
。

朱

色

改

装

表

紙

(
ニ

六

ニ

>
<
ー
九
.〇
糖
)
、

左
肩
子
持 

枠

題

簽

「
和
歌
初
学
抄
」
。

近
時
、

料
紙
の
上
下
を
裁
ち
、
裏
打
修
補
さ 

れ
て
い
る
。
墨
付
、

一
七
丁
、
遊
紙
、
前
後
各
一
丁
。
字
面
高
さ
、
約
ニ 

五
.一一

極
。

毎
半
葉
ニ
ー
行
書
。

本
書
は
抄
本
で
あ
り
、

一
才
に
「
和
歌 

初
学
抄
万
葉
集
除
之
」
と
あ
り
、
序
に
つ
づ
い
て
本
文
に
人
る
が
、
「
ふ
る
き 

哥
の
こ
と
葉
」

の

ぅ

ち

『
万
葉
集
』
を
省
略
し
、

『
古
今
集
』
よ
り
始
ま 

り
、

以
下
省
略
は
な
く
、

「
秀
句
」

の
弓
の
項
ま
で
を
書
写
し
、

I

四
ゥ 

で

突

然

『
和
歌
初
学
抄
』
を
書
き
さ
し
た
ま
ま
終
り
、
次
に
、
「新
式
哥
」 

と
し
て
連
歌
新
式
の
歌
を
一
七
オ
ま
で
記
す
。
第

I

首
目
を
示

す

と

「
発 

句
に
は
し
そ
か
や
ぬ
れ
よ
と
む
る
也
む
よ
り
外
に
は
き
る
、
事
な
し
」
と 

あ
る
。

ま
た
一
七
ゥ
に
貼
紙
し
、

「
春
三
月
柳
桜
に
藤
の
花
^
雉
子
雲
雀 

た
つ
な
り
」
以
下
四
首
の
和
歌
を
書
く
。
奥
書
は
な
く
、
印
記
は
巻
頭
及 

び
巻
末
貼
紙
に
「
加
持
井
御
文
庫
」

の
朱
印
が
あ
る
。

「
秀
句
」

の
項
の 

証
歌
の
出
典
注
記
は
な
い
。

本
書
は
省
略
が
あ
る
上
、
書
き
さ
し
本
で
あ
る
の
で
、
そ
の
全
貌
は
つ 

か
み
に
く
い
が
、
全
体
と
し
て
書
陵
部
蔵
谷
森
本
と
同
一
系
統
と
認
め
ら 

れ
る
。
字
句
の
上
で
は
か
な
り
異
同
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
両
本
と
も
に
本 

文
に
誤
脱
が
多
い
た
め
ら
し
く
、
語
句
の
配
列
に
つ
い
て
は
か
な
り
よ
く 

特
徴
が
一
致
す
る
。

C
M

島
原
公
民
館
松
平
文
庫
蔵
(
一
一
七
—

ニ
ー
)
本

〔
江
戸
前
期
〕
写 

一
冊 

原
本
未
見
。
慶
應
義
塾
大
学
付
属
研
究
所
斯
道
文
庫
所
蔵
の
マ
ィ
ク
ロ



フ

イ

ル

ム

と

書
誌
力

ー

ド

に

よ

る

。

楮
紙
袋
綴
。

縹
色
行
成
表
紙
(
ニ
七
.
ニ
>
<
ニ
〇
.〇
極
}
、

左
肩
題
簽 

「
和
歌
初
学
鈔
全
」
。
墨
付
、
七
ニ
丁
。
字
面
高
さ
、
約
ニ
ー
.六
極
。
毎 

半
葉
一
〇
行
書
。

一
才
に
内
題
「
和
謌
初
学
鈔
」
と
し
、
目
録
に
続
い
て
、
 

序
及
び
本
文
に
入
る
。
六
三
ゥ
で
『
和
謌
初
学
鈔
』
本
文
が
終
り
、
続
い 

て
、
奥
書
、

嘉

応

元

年

七

月

依

，
一

殿
下

仰

一

抄

11

出

之

一
,5 

建
暦
三
年
十
月
一
日
書
ド
之
畢
清
輔
朝
臣
撰
k之
也 

件
本
以
1ー
正
本
1治
承
四
年
書
写

<5
大
蔵
卿
有
家
本
也 

同
二
日
以n

松
殿
本一

合
点
校
合
之
清辅

朝
臣
自
筆
也 

件
本
正
本
也

に

が
あ
る
。

以
下
続
い
て
、

「恋
し
さ
は
お
な
し
心
を
あ
ら
す
と
も
今
宵
の 

月
を
君
み
さ
ら
め
や
」
(
『
拾
遺
集
』
卷
十
三
、
七
八
七
)
以
下
、
和
歌 

連
歌
、
及
び
連
歌
の
心
得
等
が
七
ニ
オ
ま
で
雑
然
と
書
か
れ
て
い
る
。
 

『
I
I

松
平
文
庫
目
録
』
(
昭
36
刊
)
に

「
付
連
歌
師
雑
記
」
と
あ
る
の
は
、
 

こ
の
巻
末
部
分
を
さ
し
て
い
る
。
印
記
は
、
七
ニ
ゥ
に
「尚
舎
源
忠
房
」 

(
陽
刻
)
「
文
庫
」
(
陰
刻
)
の
印
が
あ
る
。

さ
て
、
本
書
に
は
祖
本
の
鍩
簡
に
よ

る

と

思
わ
れ
る
順
序
の
前
後
が
あ 

る
。

す
な
わ
ち
、

「
古
謌
詞J

の
冒
頭
に
「
万
葉
集
」
と
標
目
す
る
が
、
 

巻
十
二
途
中
の
「
い
し
ふ
み
な
ら
し
」
か
ら
始
ま
り
、

以
下
巻
十
四
の 

「
つ
ま
ま
つ
の
き
」
ま
で
続
き
、

そ
れ
か
ら
巻
頭
の
「
す
き
か
え
」
に
戻 

り
、
巻
十
二
途
中
の
「
ひ
と
り
か
君
か
山
路
こ
ゆ
ら
ん
」
ま
で
続
き
、
「
つ 

ま
ま
つ
の
き
」
の
次
に
当
る
「
つ
ま
な
し
の
木
」

へ
つ
な
が
っ
て
い
る
。
 

お
そ
ら
く
、
途
中
に
あ
る
べ
き 

一
丁
分
が
、
冒
頭
近
く
へ
出
て
し
ま
っ
た

の

で

あ

ろ

う

。

ま
た
、
本
書
は
、
「
古
謌
詞
」
の
項
で
、
語
句
を
全
く
切
れ
目
な
し
に
、
 

あ
た
か
も
一
つ
の
文
章
の
よ
う
に
書
き
、
ま

た

「物
の
名
」
の
項
で
は
、
 

他
の
諸
本
の
よ
う
に
標
目
が
変
わ
る
ご
と
に
改
行
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
続
け 

書
き
し
、
更
に
標
目
下
の
語
句
は
小
字
双
行
に
書
く
な
ど
、
独
特
の
書
き 

方
を
し
て
い
る
。

ま
た
、

歌
枕
の
国
名
注
記
は
あ
る
が
、
「
両
所
謌
」
を 

除
く
証
歌
の
出
典
注
記
を
欠
い
て
い
る
。

本
書
は
前
記
の
記
事
の
前
後
を
初
め
、
誤
り
が
甚
し
く
、
管
見
^

中 

最
も
不
良
の
本
文
を
有
す
る
が
、
そ
の
書
写
態
度
は
決
し
て
粗
雑
で
は
な 

い
の
で
、
そ
れ
以
前
の
段
階
で
誤
写
、
錯
簡
が
お
き
て
い
た
も
の
と
思
わ 

れ
る
。

祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
(
一
三
三
)
本

〔元
文
元
年
〕
写 

一
冊 

楮
紙
袋
綴
。
縹
色
卍
繫
空
押
表
紙
(
一
一
六
.五
X

ニ
〇
.〇缠

)
を
更
に 

厚
手
の
楮
紙
で
覆
い
、
左

肩

に

「
和
歌
初
学
抄
」
と
打
付
書
。
墨
付
、
七 

三
丁
、
遊
紙
、
前
ニ
丁
、
後
一
丁
。
字
面
高
さ
、

約
ニ
ー
.八
極
。

毎
半 

葉
一
◦
行
書
。
本
文
は
松
平
文
庫
蔵
本
と
字
詰
ま
で
一
致
し
、
同
一
の
奥 

書
、
雑
記
の
後
、
七
三
ゥ
に
、

此
本
者
初
学
之
至
宝
奈
利
、
甚
\
是
文
房
之
珍
器
、
可
k秘
ミ 

丙
辰
孟
春
十
有
日

鹿
陽
侯
散
位\

直

郷

(花
押
)

と
あ
る
。
直
郷
は
鹿
島
鍋
島
家
藩
主
鍋
島
直
郷
、
丙
辰
は
元
文
元
年
(
一
 

七
三
六
)
で
あ
る
。
丙
辰
の
奥
書
は
直
郷
の
自
署
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本 

文
は
同
筆
か
否
か
判
別
し
難
い
。
し
か
し
、
自
筆
で
な
く
と
も
い
ず
れ
右



筆
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
印

記

は

一

才

に

「
直
郷
\
之
印
」

の
朱 

印
が
あ
る
。

本
書
は
松
平
文
庫
蔵
本
の
臨
模
に
近
い
転
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。 

n

類
本 

a

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(
五
〇

一
ー
七
八
)
本

〔
江
戸
前

期
〕
写 

一
帖 

斐
紙
綴
葉
装
。

打

曇

表

紙

(
一
一
三
.o

x

一

六

.
五

粳)
、
左
肩
打
付
書 

「
和
謌
初
学
抄
」
(
霊
元
天
皇
宸
筆
と
伝
え
ら
れ
る
)
。
墨
付
、

一
四
三
丁
、
 

遊
紙
、
前
一
丁
。

字
面
高
さ
、
約
一
九
.〇
樋
。

毎
半
葉
六~

九
行
書
。
 

一
才
に
「
和
謌
初
学
抄
」
と
し
て
目
録
を
記
し
、

ー
ゥ
に
再
び
内
題
「
和 

謌
初
学
抄
」
と
し
て
、
序
に
つ
づ
い
て
本
文
に
入
る
。
尾

題

「
初
学
抄 

淸
輔
朝
臣
撰

」
。

奥
書
は
、
一
四
ニ
ウ
か
ら
一
四
三
才
に
か
け
て
散
ら
し
書
ぎ 

さ

れ

、弘
長
ニ
年
六
月\

求
出
更
校
合
、\

年
来
証
本\

被
，一借
失

一了

、
,

仍
 

以一一

或
本

l\

所一一

書
写1

也
六
旬
余
比
丘\

融
覚\

 
(
花
押
似
書
)

と
あ
る
。
和
歌
の
出
典
、
歌
枕
の
国
名
注
記
が
あ
る
。

本
書
に
つ
い
て
、
久
曾
神
、
川
瀬
両
氏
と
も
為
家
筆
本
の
臨
写
本
と
さ 

れ
て
い
る
。

確
か
に
、

花
押
は
為
家
の
も
の
の
模
写
と
認
め
ら
れ
、

ま 

た
、
本
文
は
他
の
全
て
の
諸
本
と
異
な
り
、
平
仮
名
の
他
に
片
仮
名
も
用 

い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
片
仮
名
に
し
ば
し
ば
古
体
が
混
り
、
底
本
が
古 

写
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
た
だ
し
、
字
体
は
小
ぶ
り
で
、
 

い
わ
ゆ
る
為
家
風
の
書
体
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
り
、
果
し
て
真
蹟
の
為

家
筆
本
か
ら
直
接
臨
写
し
た
も
の
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
、
奥 

書
の
記
載
内
容
そ
の
も
の
に
は
、
別
に
疑
う
べ
き
点
は
な
い
。

な
お
I

類

本
a

K)
の
伝
為
家
筆
本
に
あ
る
文
永
五
年
の
奥
書
は
別
筆
補 

写
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
疑
わ
し
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
本
書
の
奥 

書
と
比
較
し
て
、
為

家

所

持

の

『
和
歌
初
学
抄
』
の
性
格
を
考
察
す
る
材 

料
に
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
。

(2
)

本
書
は
n

類
本
中
、
誤
写
の
少
な
い
善
本
で
あ
る
。

b
s

鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
本

〔
江
戸
中
期
〕
写 

一
帖 

斐
紙
綴
葉
装
。
紺
地
金
泥
山
水
文
様
表
紙
(
ニ
三
•
五
X

一
六
.六
醒
)
、
 

左
肩
金
泥
草
花
文
様
題
簽
「
和
哥
初
学
抄
」
。

見
返
、

布
目
金
紙
に
墨
山 

水
画
。

墨
付
、
九
〇
丁
、
遊
紙
、
前
後
各 

一
丁
。

字
面
高
さ
、
約
一
五
.
 

五
犍
。
毎
半
葉
一
〇
行
書
。

一
才
に
内
題
「
和
歌
初
学
抄
」
と
し
、
目
録 

を
記
し
、

ー
ゥ
白
紙
の
後
、

ニ

オ

に

「
古
歌
詞
」
と
し
て
本
文
に
入
る
。 

序
を
欠
く
。
序
が
な
い
の
は
抄
本
で
あ
る
書
陵
部
蔵
待
需
抄
本
を
除
け
ば 

本
書
の
み
で
あ
る
。
尾

題

「
初

学

抄

清

輔

朝

臣

撰

」
。

奥
書
な
し
。

ま 

た
、
歌
枕
の
国
名
注
記
は
あ
る
が
、r

両
所
，詠
歌
」
を
除
く
和
歌
の
出
典 

注
記
は
な
い
。

本
書
は
次
に
掲
げ
る
寛
文
ニ
年
版
本
に
か
な
り
近
い
本
文
を
有
す
る 

が
、
版
本
の
転
写
本
で
は
な

く

、

n
類

本

a
と
版
本
と
を
つ
な
ぐ
位
置
に 

あ
る
。
本
文
は
や
や
誤
り
が
多
い
。

b

M

官
内
JT

書

陵

部

蔵

(鹰

1
四
一
九
)
本



寛

文

ニ

年

刊

〔
京
〕
村
上
勘
兵
衛 

五
冊

楮
紙
袋
綴
。

紺

色

表

紙

(
ニ
七
.o

x

一
八
.
四
握
)
、

左
肩
打
曇
子
持

枠

題

簽

「
清
輔
初
学
抄 

一
(i

)」
。

墨
付
、
第
一
冊
ょ
り
順
に
、

三
〇

丁
、

ニ
一
丁
、
三
一
丁
、

ニ
五
丁
、
九
丁
、
計
一
一
六
丁
。
無
辺
無
界
、

九
行
。
柱
刻
な
し
。

印
面
高
さ
、
約
一
九
.〇
糖
。

第

一

冊

一

才

に

「
和

歌
初
学
抄
目
録
」
と
し
、

ー
ゥ
ま
で
目
録
と
し
、

ニ

才

に

内

題

「
和
歌
初

学

抄

卷一
」

と
し
、
序
を
記
し
、

ニ
ゥ
は
白
紙
で
、
三
才
ょ
り
本
文
に
入

る
。
本
書
は
五
卷
五
冊
に
分
か
た
れ
て
お
り
、
巻
一
、
古
歌
詞
、
巻
ニ
、

由
緒
詞
、
秀
句
、
諷
詞
、
似
物
、
必
次
詞
、
巻
三
、
喩
来
物
、
物
名
、
巻

四
、
所
名
、
万
葉
集
所
名
、
読
習
所
名
、
巻
五
、
両
所
詠
歌
と
す
る
。

こ

の
五
巻
の
巻
立
は
、

お
そ
ら
く
本
来
の
も
の
で
は
な
く
、
開
板
に
際
し
て

の
分
冊
の
都
合
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
尾

題

「
和
歌
初
学
抄
終

清辅

朝
臣
撰
」
。
刊
記
は
第
五
冊
終
丁
ゥ
末
尾
に
、

寛

文ニ
！
；

孟

春

日
 

村
上
勘
兵
衛
開
板

と
あ
る
。

歌
枕
の
国
名
注
記
は
あ
る
が
、

r

両
所
詠
歌
」
以
外
の
項
の
和

(
3
)

歌
の
出
典
注
記
は
な
い
。
本
文
は
か
な
り
悪
い
。

祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
(
一
二
九
)
本

〔
江
戸
中
期
〕
写 

一
冊 

楮
紙
袋
綴
。

茶

色

表

紙

(
二
六
•
五 
>
<
ー
九
.
八缠

)
、

左

肩

題

簽

「
和 

謌
初
学
鈔
全
淸
輔
置
〔撰
〕」
。
墨
付
、
一
一
四
丁
、
遊
紙
な
し
。
字
面
高
さ
、
 

約
一
九
•六
握
。

毎
半
葉
九
行
書
。

目
録
は
な
く
、

一
才
に
内
題
「
和
歌 

初
学
鈔
」
と
序
を
記
し
、

ニ
オ
よ
り
本
文
に
入
る
。
尾

題

「
和
歌
初
学
鈔 

右
清辅

朝
臣
撰
」
。

奥
書
な
し
。

印
記
、

一
才
に
「中
川\

文
庫
」
他 

の
朱
印
が
あ
る
。

歌
枕
の
国
名
注
記
は
あ
る
が
、

「
両
所
詠
歌
」
以
外
の

項
の
和
歌
の
出
典
注
記
は
な
い
。

本
書
は
、
寛
文
ニ
年
版
本
の
忠
実
な
転
写
本
と
思
わ
れ
る
。
本
文
も
同 

一
で
あ

り

、

ま

た

、

版
本
に
見
ら
れ
る
五

巻
の
巻
立
は
行
な
わ
れ
て
い
な 

い
が
、

よ
く
見
る
と
、
巻
ニ
、

三
、

四
、

五
の
内
題
が
あ
る
べ
き
「由
緒 

詞
」r

喩
来
物
」
「
所
名
」
「
両
所
詠
歌
」

の
冒
頭
に
、

内
題
を
削
除
し
た 

と
覚
し
い
切
取
り
が
あ

る

こ

と

か

ら

も
、
版
本
の
転
写
本
と
し
て
間
違
い 

な
い
で
あ
ろ
ぅ
。

次
に
諸
本
の
異
同
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
が
、
そ
の
異
同
は 

複
雑
で
あ
り
、
要
約
し
て
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
目
に
つ
く
特
徴
を 

一
、

ニ
あ
げ
れ
ば
、

I

類

本

は

r

嘉
応
元
年
七
月
日
依
，

一

殿
下
仰
-抄
こ
出 

之
こ
の
奥
書
を
持
ち
(
例
外
は
、
奥
書
部
分
が
別
筆
補
写
で
あ
る
天
理
図 

書
館
蔵
伝
為
家
筆
本
、
抄
出
本
で
あ
る
書
陵
部
蔵
待
需
抄
本
、
書
き
さ
し 

本
で
あ
る
書
陵
部
蔵
梶
井宫

本
の
三
本
)
、

一
方
n

類
本
は
「初
学
抄
淸 

輔
朝

臣

撰

」

(
書
陵
部
蔵
伝
為
家

筆
臨
模
本
に
よ
る
、

諸
本
字
句
の
異
同
あ 

り
)
の
尾
題
を
持
つ
な
ど
の
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
異
同
の
中
心
は
、
「
秀 

句
」
と

「
物
名
」

の
項
に
お
い
て
各
標
目
の
下
に
列
挙
さ
れ
る
語
句
の
順 

序
と
数
で
あ
る
。

一
般
的
に
、
I

類
本
で
は
語
句
の
数
が
少
な
く
、
n

類 

本
で
は
そ
の
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
類
の
諸
本
間
に
お
い 

て
も
複
雑
な
異
同
が
あ
る
。

そ
こ
で
、

ま
ず
、
「
秀
句
」
よ
り
三
つ
の
標 

目
を
選
ん
で
、
各
系
統
本
で
ど
の
よ
ぅ
な
違
い
が
あ
る
か
を
例
示
し
て
み 

る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
標
目
そ
の
も
の
に
も
出
入
り
が
あ
り
、
「
秀
句
」 

が
「天

日

月

」と
始
ま
る
の
が

I

類
本
で
あ
り
、
「天

月

日

」
と 

始
ま
る
の
が
n

類
本
で
あ
り
、
区
別
す
る
場
合
の
目
安
で
あ
る
。



露I

類

本
a

s 

(
天
理
図
書
館
蔵
伝
為
氏
筆
本
)

露
た

ま

ひ

か

り

を

く

む

す

ふ

し

た

、
る
\
こ
ほ
る
す
か
る 

か
、
る
ぬ
る

つ

ね

よ

り

も

お

き

う

か

り

け

る

あ

か

月

は

\

つ

ゆ

さ

へ

か

、

る

も

の

に
 

(
4
)

そ
あ
り
け
る
。

I

類

本
a

㈣

(
国
会
図
書
館
蔵
本
)

露

玉 

光 

置 

結

た

ま

ひ

か

り

を

く

む

す

ふ

し

た

、
る

\

こ
ほ
る
す
か
る 

く

イ

か
、
る

ぬ

る

消

こ

き

後
撰
ナ
シ

つ

ね

よ

り

も

お

き

う

か

り

け

る

あ

か

月

は

\
つ

ゆ

さ

へ

か

、

る

も

の

に
 

そ

あ

り

け

る

I

類
本
b 

(彰
考
館
蔵
金
森
本
)

露
玉

光

置

こ

ほ

る

結

ふ

消

ぬ

く

\

し
た
、
る
す
か
る

か
、
る
こ
る 

後
撰
ナ
シ

常

よ

り

も

お

き

う

か

り

け

る

あ

か

つ

き

は

/

つ

ゆ

さ

へ

か

、

る

物

に

そ
 

あ

り

け

る

I

類

本
C

S 

(
書
陵
部
蔵
谷
森
本
)

露

た

ま

ひ

か

り

を

く

む

す

ふ

し

た

、
る
こ
ほ
る

\

き
ゆ 

す

か

る

か

、
る

ぬ

る

、

た
の
め
お
く
こ

と

の

葉
た
に

も

な

き

も

の

を

何
に
か

、

れ

る

露
の
命 

そ

I

類

本
C

㈣

(
松
平
文
庫
蔵
本
)

露

玉

ひ

か

り

お

く

む

す

ふ

下

た

る

こ

ほ

る

/
す
か
る
か 

、

る

ぬ

る

、

た

の

め

お

く

言

の

葉

た

に

も

な

き

物

を

な

に

、

か

、

\

れ

る

露

の

い
 

の

ち

そ

n

類

本
a 

(
書
陵
部
蔵
伝
為
家
筆
臨
模
本
)

露

タ

マ

ヒ

カ

リ

シ

タ

、
ル

コ

ホ

ル

力

、
ル
オ
キ
イ
ル
/
ヲ 

ク

ム

ス

フ

ツ

ユ

フ

ス

ス

カ

ル

ヌ

ル

キ

ユ

 

コ

ル 

た

の

め

を

く

こ

と

の

は

た

に

も

な

き

物

を

な

に

、

か

、

れ

る

つ

ゆ

の
 

い

の

ち

そ

n

類
本
b

s 

(
鶴
見
大
学
蔵
本
)

露

玉

光

し

た

、
る

こ

ほ

る

か

、
る
お
き
ゐ
る
を
く 

む
す
ふ
/
す

か

る

ゐ

る

き

え

て

こ

る

露

ふ
す 

た

の

め

を

く

こ

と

の

は

た

に

も

な

き

物

を

何

に

か

、

れ

る

露

の

命

そ
 

n

類
本
b

㈣

(
寛
文
ニ
年
版
本
)

露

玉

ひ

か

り

し

た

、
る

こ

ほ

る

か

、
る

お

き

ゐ

る

を 

く

む

す

ふ

と

く

る

/
ゐ

る

き

え

て

こ

る

露

ふ

す 

た

の

め

を

く

こ

と

の

は

た

に

も

な

き

物

を

何

に

か

、

れ

る

露

の

命

そ

馬I

類

本
a

s

馬
の

る

ひ

く

は

や

る

は

す

の

か

ふ

\
く
ら
ぅ
つ
し
あ
る

は
ふ
る 

く
さ



I

類

本
a

w

馬
は
し
る

凍
 

引 

馳

野

飼
 

鞍
 

の

る

ひ

く

は

や

る

は

す

の

か

ふ

\

く

ら

う
つ
し
あ
る 

草-

は
な
る 

く
さ 

I

類
本
b
 

馬
乗

引

馳

鞍

う

つ

し

草

は

し

る

\

は
や
る
野
飼
は
な 

る

あ

る 

I

類

本
C

S

馬

の

る

ひ

く

は

や

る

は

す

の

か

ふ

く

ら

う

つ

し

あ

な

\

 

は
な
る
く
さ
は
し
る 

I

類

本
C

㈣

馬

の

る

弓

は

や

る

は

す

の

か

ふ

く

ら

う

つ

し

/
あ
り
は 

な
る 

く
さ
は
し
る 

n

類
本

a

馬 

ノ

ル

ヒ

ク

ハ
ヤ
ル 

ハス 

ノ

カ

ヒ

ノ

カ

フ

ク

ラ

ア

ル 

\

ゥ

ッ

シ

ク

サ

ハ

ナ

ル

ハ

シ

ル

ハ

ム

ア

サ

ル

ミ

マ

ク 

サ
シ
ツ
ク
ラ

\

ク
ツ
ワ

 

マ

ユ

ト

シ

メ
 

タ
ツ
ア
フ
ミ
ミ
マ 

キ

n

類
本
b

s

馬

の

る

引

は

や

る

は

す

野

か

ひ

く

ら

\

野
か
ふ
あ
る 

う
つ
し 

く
さ
は
な
り
は
し
る

\

は
む
あ
さ
る
た
つ 

み
ま
く
さ
し
つ
く
ら
く
り

\

ま
ゆ
は
し
め
あ
し
な
み 

あ
ふ
み
み
ま
き

n

類
本
b

㈣

馬

の

る

引

は

や

る

は
す
野
か
ひ

く
ら

\

野

に

か

ふ
あ 

る

う

つ

し

く

さ

は

な

り

は

し

め

\

は

む

あ

さ

る

た 

つ
み
ま
く
さ
し
つ
く
ら
く
り

\

さ

ゆ

は

し
ら
あ
し
な 

みあふみみ

ま
き

鹰
I

類
本

a

s
 

鷹
し
ら
ふ
ま
し
ろ
や
か
た
を
と
か
へ
る
\
や
ま
か
へ
り
た
か
へ 

る

あ

は

す

か

り

\

こ
ゐ
と
た
ち
の
も
り
の
か
、
み

\

す
、
 

の
き
は
う
つ
そ
る
\
を
く
と
り
か
ふ
を
き
&

I

類
本

a

M
 

鹰

屋形尾
 

手
 

し
ら
ふ
ま
し
ろ
や
か
た
を
と
か
へ
る

\

や
ま
か
へ
り
た
か
へ 

-

 

，
木居 

鏡
 

鈴
 

る

あ

は

す

か

り

\

こ
ゐ
と
た
ち
の
も
り
の
か
、
み

\

す
、

め
る
ィ

の
き
は
う
つ
そ
る
\
を
く
と
り
か
ふ
を
き

袅

 

I

類
本

b
 

鹰

し
ら
ふ
ま
し
ろ
屋
形
尾
と
か
へ
る
山
か
へ
り

\

手
か
へ
る 

あ
は
す

か

り

木居と

た

ち

\

野
も
り
の
鏡
鈴
の

き

は

う

つ
 

め
る
を
く
\
と
り
か
ふ
を
き
^

I

類
本

C

S

隳

と
か
へ
る
と
や
か
へ
る
や
ま
か
へ
る
た
か
へ
る
あ
は
す



か
り
こ
ゐ
と
た
り
す
、

\

の
も
り
の
鏡
の
き
は
う
つ
そ
る 

を
く 

と
り
か
ふ
を
き
え 

I

類
本

C
㈣

鹰

と
か
へ
る
と
や
か
へ
る
山
か
へ
り
か
た
か
へ
り
あ
は
す

\

 

か
り
こ
ゐ
す
と
た
ち
野
守
の
鏡
の
き
そ
う
つ

\

そ

る

お 

く

取

か

ふ

お

き
 ̂

n

類
本

a

鹰

ト
カ

ヘ

ル

ト
ヤ

カ
ヘ
ル
ヤ
マ
カ
ヘ
リ
タ
カ
へ
ル
ア
ハ
ス

\

 

カ

ル

カ
リ 

コ
斗
ト
タ
チ
ノ
モ
ノ

力

、
ミ
/
ス

、

ノ

キ

ハ
 

ヲ
ツ
ト
リ
カ
フ
オ
キ
エ 

ヱ

フ

ク

ロ/

ヲ

ク

ヨ
ト
ル
ソ
ル 

ス
フ
ツ
カ
レ
ア
シ
ヲ

\

ツ
カ
レ
ヤ
ル
キ
ヽ
ス
イ
ヌ
モ 

ト
ヲ
リ
ソ
ラ
ト
ル
ヲ
フ
サ
/
ク
サ
ト
ル
ト
ツ
チ
シ
ラ
ス
リ 

ノ
ス
、

シ
ハ
へ

n

類
本

b

s

朦
と
か
へ
る
と
や
か
へ
る
山
か
へ
り
た
か
へ
る
あ
は
す

\

 

か
り
と
た
ち
野
も
り
の
か
、
み

す

、

\

の
き
は
う
つ
と 

り
か
ふ
を
き
灸
灸
ふ
く
ろ
を
く
/
ょ
と
る
そ
る
す
ふ 

つ
か
れ
あ
し
を
/

へ
を
つ
か
れ
や
る
き
、
す
い
ぬ 

も
と
を
り

\

は
し
た
か
な
ら
し
は
空
と
る
お
ふ
さ
草
と 

る

\

と

つ

な

し

ら

す

り

の

す

、

/

し

は

n 
類

本
 
b

(n)

鹰

と

か

へ

る

と

や

か

へ

り

山

か

へ

‘り

た

か

へ

り

を

く

/
"
か 

り

と

た

ち

野

守

の

鏡

空

と

る

あ

し

を

\

の
き
は
う
つ 

と
り
か
ふ
を
き
急
の
す
、

も
と
を
り

\

よ
と
る
す
ふ

っ
か
れ
し
は
お
ふ
さ

\

へ
を
き
、
す
い
ぬ
あ
は
す 

草
と
る

\

は
し
た
か
そ
る
な
ら
し
は
す
、

\

と
つ
な
つ 

か
れ
や
る
し
ら
す
り
^
ふ
く
ろ 

以
下
、
各
系
統
別
に
そ
の
本
文
の
性
格
と
問
題
点
を
考
察
す
る
。

I

類

本
a

s

こ
の
系
統
本
の
三
本
の
中
、
書
写
$

が
や
や
下
る
と
思
わ
れ
る
伝
為

氏
筆
本
で
例
示
し
た
理
由
は
、
天
理
本
伝
為
家
筆
本
に
は
別
筆
補
写
の
部

(
5
)

分
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
部
分
の
性
格
に
っ
い
て
は
、
既
に
川
瀬
.

(
6
3

中
村
両
氏
に
説
が
あ
る
。
ま
ず
、
川
瀬
氏
は
、

本
書
は
厚
様
斐
紙
に
両
面
書
き
の
綴
葉
装
で
あ
る
が
、

臨

模

の

部

分 

は
、

一
葉
を
表
裏
ニ
枚
に
は
が
し
、
楮
紙
様
の
別
紙
に
認
め
て
、
原
紙 

と
巧
に
張
合
せ
、

一
見
補
入
か
否
か
判
ら
な
い
様
に
作
為
し
て
あ
る
。 

今

そ

の

臨

模

の

分

を

検

す

る

に

、

墨

附

第

十

二

葉

(
表
裏
)
•
十
三 

(
同
)
、
第
六

十

ニ

.
三
葉
、
七

十

六

.
七
葉
、
百
ニ
十
六
.
三

十

7 

三
十
ニ
.
三
士
一
一
ニ
ニ
十
四
.
三
十
五
.
三
十
六
.
四
十
一
葉
(
終
葉
) 

の
合
計
十
四
葉
で
、

(
中
略
)

こ
れ
等
の
作
為
は
恐
ら
く
手
鑑
か
何
か 

に
張
る
為
に
切
截
し
た
後
を
補
充
し
た
も
の
で
で
も
あ
ら
ぅ
。
原
本
を 

臨
模
し
て
あ
る
事
は
疑
ふ
余
地
が
な
い
か
ら
、
原
本
が
存
在
す
る
間
に 

臨
模
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
損
傷
等
の
為
、
失
っ
た
部
分
を
後
に 

補
ひ
加
へ
た
と
い
ふ
が
如
き
事
情
で
は
な
い
と
思
ふ
。
そ
の
補
筆
は
江 

戸

時

代

(
初
至
中
期
か
)

で
あ
ろ
ぅ
。

と
さ
れ
、
原
本
切
取
の
際
の
臨
模
と
考
え
ら
れ
、
但
し
、
文
永
五
年
の
奥 

書
に
っ
い
て
は
、

文
永
の
奥
書
は
、
他
の

物

語

•
歌
集
等
の
一
種
に
記
る
さ
れ
て
あ
っ
た



為
相
附
与
の
為
家
の
識
語
を
臨
模
し
て
、
和
歌
初
学
抄
に
添
附
し
た
も 

の
で
は
あ

る

ま

い

か
。
即
ち
、
初
学
抄
に
は
文
永
五
年
為
相
附
与
の
事 

実
は
な
か
つ
た
も

の

と

推
定
せ
ら
れ
る
。

と

し

て

、

n

類

本
a

に
見
ら
れ
る
弘
長
ニ
年
の
為
家
奧
書
と
の
食
い
違
い 

を
理
由
に
、
文
永
五
年
の
奥
書
は
『
和
歌
初
学
抄
』
と
は
無
関
係
と
さ
れ 

た
。一

方
、
中
村
氏
は
、

別
筆
の
部
分
は
紙
質
を
異
に
し
、
奥
書
を
記
す
一
紙
も
亦
同
様
で
あ
る 

の
で
、
後
人
の
悪
質
な
所
業
か
と
疑
わ
れ
も
す
る
が
、

こ
れ
は
正
本
と 

の
校
合
に
よ
っ
て
紙
面
を
汚
す
の
を
避
け
書
改
め
た
も
の
ら
し
(
い
。) 

と
さ
れ
た
。
中
村
氏
の
説
の
真
意
は
や
や
つ
か
み
難
い
が
、

一
旦
書
写
し 

た

後

に

別

本

(
正
本
)
と
校
合
し
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
異
同
が
あ
っ
た
の 

で
、
異
同
の
大
き
な
部
分
の
み
書
写
し
直
し
て
さ
し
換
え
た
と
い
う
御
考 

え
で
あ
ろ
う
か
。
中
村
氏
が
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
の
は
、
後
述
す
る 

よ
う
に
、
本
書
の
補
写
部
分
の
本
文
が
特
異
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
さ
れ
た 

た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
不
自
然
な
想
定
と
い
わ
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。
奥
書
ま
で
が
別
筆
で
あ
る
と
い
う
一
事
を
考
え
て
も
、
賛
同 

し
か
ね
る
説
で
あ
る
。

ま
た
、
自
然
に
思
え
る
川
瀬
氏
の
説
に
も
疑
問
が
あ
る
。
川
瀬
氏
が
原 

本
の
臨
模
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
別
筆
部
分
の
筆
蹟
は
、
本
来
の
部
分 

と

酷
似
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
文
を
検
討
し
て
み
る
と
、
別
筆
部
分 

は
本
来
の
部
分
と
明
ら
か
に
本
文
の
系
統
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

天
理
本
伝
為
家
筆
本
と
伝
為
氏
筆
本
は
、
歌
枕
の
国
名
注
記
や
和
歌
の
出 

典
注
記
の
有
無
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
本
文
は
一
見
直
接
の
転
写
関
係

が
あ
る
か
と
疑
わ
れ
る
程
酷
似
し
て
い
る
が
(実
際
は
直
接
の
関
係
は
な 

い
で
あ
ろ
う
)

SI

筆
部
分
に
な
る
と
そ
の
相
似
関
係
が
に
わ
か
に
崩
れ 

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
天
理
本
伝
為
家
筆
本
の
一
二
、

一
三
丁 

の
別
筆
部
分
は
、

「
古
謌
詞
万
葉
集
」

の
巻
十
四
途
中
「
い
そ
の
く
さ
ね
」 

よ

り

巻

末

補

遺

中

の
「
や

ま

ち

ま

と

ひ
て
こ
の
日
く
ら

し

つ

」

に
至
る
部 

分
で
あ
り
、
中
村
氏
も
弓
用
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
個
所
の
語
句
の
配

 ̂

が
、
伝
為
氏
筆
本
♦
中
央
大
学
本
を
含
め
他
の
諸
伝
本
が
ほ
ぼ
一
致
し
て 

い
る
の
に
対
し
、
天
理
本
伝
為
家
筆
本
の
み
が
全
く
異
っ
て
い
る
。
し
か 

も
、
後
述
す
る
よ
う
に
原
典
と
の
比
較
に
よ
っ
て
も
、
他
の
諸
本
の
配
列 

が
妥
当
で
、
天
理
本
伝
為
家
筆
本
の
配
列
は
疑
問
が
多
い
こ
と
が
わ
か 

る

。更
に
、
天
理
本
伝
為
家
筆
本
は

r

両
所
を
詠
哥
」

の
後
半
も
別
筆
部
分 

で
あ
る
が
、

こ
の
個
所
の
和
歌
に
は
、

独
自
異
文
が
多
く
、

そ
の
中
に 

は
、
「
河
」

の
項
の

ま
か
ね
ふ
く
き
ひ
の
中
山
お
ひ
を
更
\

ほ
か
た
に
か
は
の
お
と
の
さ

や

け

さ

(
『
古
今
集
』
巻
二
十
、

一
〇
八
ニ
)
(
一
三
三
才
)

ゃ

、よ
ろ
つ
世
を
み
か
さ
の
山
の
い
ら
へ
に
は
\
や
す
か
は
の
水
わ
ひ
に
あ

ひ

に

け

る

(
『
拾
遺
集
』
巻
十
、
六
〇

三
)
(
一
三
三
ゥ
)

の

よ

う

な

著

し

い

誤

り

を

含

ん

で

い

る

。

以
上
の
点
を
考
え
る
と
、
天
理
本
伝
為
家
筆
本
の
別
筆
部
分
は
本
来
の 

書
写
部
分
と
は
本
文
の
性
質
を
異
に
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、 

手
鑑
等
に
切
り
取
る
際
、
臨
模
し
て
補
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
し
か
し
、
 

補
写
部
分
と
同
系
統
の
本
文
を
持
つ
伝
本
が
管
見
に
入
ら
な
い
現
在
、
補



写
が
ど
の
よ
う
な
事
情
で
な
さ
れ
た
か
は
不
明
と
す
る
他
は
な
い
。
あ
る 

い
は
、
川
瀬
氏
が
疑
い
を
抱
か
れ
、
他

の

物

語

.
歌
書
等
の
奥
書
を
付
加 

し
た
も
の
か
と
さ
れ
た
文
永
五
年
の
為
家
奧
書
は
、
補
写
に
用
い
ら
れ
た 

伝
本
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

と
も
か
く
、
天
理
本
伝
為
家
筆
本
の
補
写
部
分
は
、
本
来
の
書
写
部
分 

と
同
列
に
は
扱
え
な
い
の
で
、
本
系
統
本
は
、
伝
為
氏
筆
本
に
よ
っ
て
例 

示
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
伝
為
氏
筆
本
は
ニ
丁
分
の
落
丁
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
該
当
す
る 

天
理
本
伝
為
家
筆
本
の
個
所
は
大
部
分
別
筆
補
写
部
分
で
あ
る
の
で
、
そ 

れ
に
よ
り
補
う
の
は
危
険
で
、
中
央
大
学
蔵
伝
為
家
筆
本
で
補
う
の
が
正 

し
い
。

I 
類
本 
a

(n)

例
示
し
た
個
所
を
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
系
統
本
は
、

I
 

類

本
a

s 

(
そ
れ
も
伝
為
氏
筆
本
の
方
に
よ
り
近
い
)
を
底
本
に
し
、

I
 

類
本
b

を
対
校
し
た
も
の
で
あ
る
。
校
合
は
全
巻
に
わ
た
っ
て
お
り
、
か 

な
り
丁
寧
、
詳
細
で
あ
る
。
そ
の
場
合
の
校
合
方
針
は
大
体
次
の
よ
う
な 

も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

1
、 

本
文
の
異
同
、
語
句
の
出
入
は
注
記
す
る
が
、
語
句
の
配
列
の
相 

違
は
注
記
し
な
い
。

2
、 

本
文
の
異
同
は
、
漢
字
と
仮
名
の
相
違
に
ま
で
及
び
、
漢
字
書
き 

の
多
い
校
合
本
に
よ
り
、
右
傍
に
振
漢
字
を
行
な
う
他
、
字
句
の
異 

同

は

「
〇
〇
イ
」
等
と
し
て
注
記
す
る
。

3
、 

語
句
の
出
入
は
、
校
合
本
に
な
い
語
句
は
「
イ
ニ
無
」
と
し
、
逆 

に
校
合
本
の
み
に
あ
る
語
句
は
、
〇
印
を
付
し
て
適
当
な
場
所
に
書

き

入

れ

る

。

こ

の

場

合

ま

と

め

て

書

く

こ

と

が

多

い

。

本
系
統
本
が
1
の
よ
う
に
、
語
句
の
配
列
の
相
違
を
無
視
す
る
校
合
方 

針
を
と

っ

た

理
由
は
、
I

類

本
a

s
と

I

類
本
b

は
、
本
文
の
異
同
や
語 

句

の

出

入

(
こ
の
場
合
、
I

類
本
b

の
方
が
概
し
て
語
句
が
多
い
)
も
勿 

論
あ
る
が
、
語
句
の
配
列
の
異
同
が
多
く
、

か
つ
複
雑
で
、

こ
れ
を
注
記 

で
示
す
こ

と

が

困
難
だ
っ
た
た

め

と

思
わ
れ
る
。

ま
た
、
例

示

し

た

「
秀
句
」

の
標
目
の
う
ち
、
「
露
」
「
馬
」
を
見
る
と 

わ
か
る
よ
う
に
、
I

類
本
b

に
の
み
あ
る
語
句
を
、
〇
印
な
し
に
書
き
入 

れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
、

こ
の
場
合
、
底
本
本
文
と
校
合
本
文
の
相 

違
が
一
見
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
書
き
入
れ
る 

場
所
は
、
標
目
の
末
尾
の
場
合
(
「
露
」
)
と
標
目
の
す
ぐ
下
の
場
合
(
「
馬
」
) 

と
が
あ
り
、
両
方
併
用
の
場
合
も
あ
る
。

な
お
、
校
合
に
使
用
さ
れ
た
I

類
本
b

は
、
漢
字
と
仮
名
の
区
別
の
校 

合
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
金
森
本
に
極
め
て
近
い
伝
本
で
あ
っ
た
と 

考

え

ら

れ

る

(
金
森
本
そ
の
も
の
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
)
。
ま
た
、
国
会
図 

書
館
蔵
本
の
正
保
五
年
奥
書
に
見
え
る
「伏

見

殿

親

王

之

御

真

翰

本

」 

を
そ
れ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
が
、

こ
の
場
合
は
、
彰
考
館 

蔵
本
に
そ
の
奥
書
が
な
い
こ
と
が
障
害
と
な
る
の
で
、
断
定
す
る
こ
と
は 

で
き
な
い
。

I

類
本
b

本
系
統
本
を
I

類

本
a 

(

a

b
が

a

k
と

b

の
合
成
本
で
あ

る

こ

と

が
 

判

明

し

た

の

で

a

k

を
単
に
a

と

表
示
す
る
)
と

比
較
す
る

と

次
の
よ
う 

な
こ

と

が

わ

か

る

。

そ

れ

は

、

例
示
を
見
て
も
わ

か

る

よ

う

に

、

各
標
目 

下
の
語
句
の
出
入
は
比
較
的
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
配
列
が
著
し
く



異
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
(
「
馬
」
が
代
表
的
)
、
し
か
も
そ
の
配
列
は
、
 

諸
系
統
本
を
見
渡
し
て
も
全
く
独
自
の
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま 

た

そ

の

配

^

の
異
同
に
し
ば
し
ば
法
則
ら
し
き
も
の
が
あ
る
。

I

類

本
a

を
中
心
に
し
て
I

類
本
b

を
見
る
と
、
後
者
は
前
者
の
語
句 

を
前
か
ら
順
に
少
し
ず
つ
と
ば
し
な
が
ら
跳
び
跳
び
に
拾
い
、
次
い
で
と 

ば
し
た
語
句
を
最
後
に
ま
と
め
て
置
く
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。

逆
に
、
I

類
本
b

を
中
心
に
し
て
I

類

本
a

を
見
る
と
、
後
者
は
前
者 

の
各
標
目
の
末
尾
の
方
に
あ
る
語
句
を
前
の
方
の
語
句
と
語
句
と
の
間 

に
、
あ
る
時
は
ま
と
め
て
、
あ
る
時
は
単
独
に
挿
入
し
た
よ
う
な
形
に
な

つ
て
い
る
。

例
示
の
三
例
の
中
で
は
、
以
上
に
あ
て
は
ま
る
の
は
「
馬
」

の
み
で
あ 

る
が
、
実
際
は
他
に
も
か
な
り
存
在
す
る
。

ま
た
、

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
現
象
は
「
古
哥
詞
」

の

「
後
拾
遺
詞
」

の 

個
所
に
も
か
な
り
大
規
模
に
認
め
ら
れ
る
。
他
系
統
の
全
て
の
諸
本
が
ほ 

ぼ

『
後
拾
遺
集
』
の
歌
順
と
一
致
す
る
語
句
の
配
列
を
有
す
る
の
に
対
し
、
 

I

類
本
b

は
国
歌
大
観
番
号
で
示
す
と
次
の
よ
う
な
配
列
に
な
っ
て
い 

る
。7

9

9

(̂
中
略
、
番
号 
S

173
340
360
371
612
481
635
649
651
652
662
692
706
904

906
1021
1038
1052
1053
175
204
:
:
:
(
中

略

、
番

号

 
S

349
383
381
388
I

418
I

530
559
559
567

573
615
615
616
621
640
681
685
703
709
707
728
729
751
770
771
821
839
848
876
939
963
1122
1166

こ
の
場
合
も
、
他
系
統
本
を
中
心
に
考
え
る
と
、
本
系
統
本
は
、
途
中 

抄
出
し
な
が
ら
終
り
ま
で
行
き
、
取
り
残
し
た
語
句
を
後
へ
補
っ
た
よ
う 

な
形
で
あ
り
、
逆
に
、
本
系
統
本
を
中
心
に
考
え
る
と
、
他
系
統
本
は
本

系
統
本
の
末
尾
の
語
句
(

175
以
下
)
を
番
号
順
に
な
る
よ
う
に
、
前
の
部 

分
に
振
り
分
け
て
揷
入
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

(
7
)

こ
の
相
違
の
原
因
は
不
明
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
く
、
「
古
哥
詞
」
の
中 

「
後
拾
遺
詞
」

の
み
こ
う
な
っ
て
い
る
理
由
は
更
に
理
解
し
難
い
。

但
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
系
統
本
は
末
端
の
字
句
に
転
訛
改
竄
の 

跡
が
見
ら
れ
る
の
で
、
全
体
と
し
て
I

類

本
a

よ
り
価
値
の
低
い
系
統
本 

と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
既
述
の
ご

と

く

、

配
列
に
関
し
て
は
原
因
不
明
の
特 

異
な
異
同
を
有
す
る
の
で
、
I

類
本
の
中
で
は
a

系
統
本
と
対
立
す
る
系 

統
と
し
て
、
更
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

I

類

本
C

S

M

こ
の
系
統
本
に
は
書
陵
部
蔵
谷
森
本
、
同
蔵
梶
井
宮
本
、
松
平
文
庫
蔵 

本
、
祐
徳
稲
荷
神
社
蔵
本
の
四
本
を
分
類
し
た
が
、
祐
徳
稲
荷
神
社
蔵
本 

が
松
平
文
庫
蔵
本
の
転
写
本
と
考
え
ら
れ
、
全

く

同

一

本

文

で

あ

る

他 

は
、
三
本
ま

ち

ま

ち

な

性
格
を
示

し

て

い

て

、

極
め
て
特
徴
が
つ
か
み
に 

く
い
伝
本
群
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ

れ

ら

を

一
括
す
る
基
準
は
、
例

示

し

た

「
露
」

の
項
の
証 

歌
が
、
通
常
は
I

類

本

は

「
つ
ね
よ
り
も
」
、
n

類

本

は

「
た
の
め
を
く
」 

と
分
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
I

類

本
C

は
、
他
の
諸
点
か
ら
見 

て
、
明
ら
か
に
I

類
本
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
n

類

本

と

同

じ

「
た 

の
め
を
く
」
と
な
つ
て
い
る
点
で
あ
る
。

ま
た
、
本
系
統
本
は
、
概
し
て
I

類

本
a

に
近
い
本
文
を
有
す
る
こ
と 

が
多
い
が
、
I

類
本
b

と
一
致
す
る
場
合
も
し
ば
し
ば
あ

り

、

時
と
し
て 

n

類
本
に
類
似
す
る
こ
と
も
あ
る
。
例

示

し

た

「
露
」

の
証
歌
や
、
「鹰

」



の
項
は
、
n
類
本
に
近
い
本
文
を
示
す
比
較
的
珍
し
い
例
で
あ
る
。

な
お
I
類
本

C
㈣
は
、

「
物
の
名
」
の
個
所
の
標
目
の
順
序
に
、

独
自 

の
異
同
を
有
す
る
と
い
う
特
徽
が
あ
る
他
、
既
述
の
よ
う
に
甚
し
く
本
文 

状
態
が
悪
く
、
錯
雑
し
た
個
所
が
多
い
。

本
系
統
本
は
、
そ
の
性
格
を
見
究
め
る
こ
と
は
相
当
困
難
で
あ
る
が
、
 

全
体
に
本
文
状
態
が
悪
い
こ
と
、
ま
た
他
の
諸
系
統
本
と
散
発
的
に
類
似 

す
る
こ
と
等
を
考
え
る
と
、
そ
の
性
格
に
は
『
和
歌
初
学
抄
』
の
撰
述
過 

程
に
起
因
す
る
も
の
よ
り
伝
流
過
程
に
起
因
す
る
も
の
が
多
い
の
で
は
な 

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
、
書
陵
部
蔵
梶
井
宮
本
、
松
平
文
庫
蔵
本 

(
勿
論
祐
徳
稲
荷
神
社
蔵
本
も
)
に
連
歌
に
か
か
わ
る
雑
記
が
付
さ
れ
て 

い
る
こ
と
は
暗
示
的
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

中
世
に
お
い
て
は
、
『
和
歌
初 

学
抄
』
が
連
歌
の
付
合
集
に
類
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な 

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
そ
の
よ
う
な 

場
合
、
原
本
に
忠
実
な
書
写
と
い
う
よ
り
、
実
用
の
た
め
の
省
略
や
付
加 

が
行
わ
れ
や
す
い
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
あ
る
い
は
、
本
系
統
本
が 

他
系
統
本
に
対
し
て
も
、
ま
た
本
系
統
本
相
互
に
お
い
て
も
、
本
文
が
不 

安
定
で
あ
る
理
由
は
そ
の
辺
り
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
 

n
類
本

a
、
b
s
㈣

n
類
本
内
部
で
の
異
同
は
そ
れ
程
複
雑
で
は
な
い
。
n
類
本
b
は
基
本 

的
に
は
n
類
本
a
の
末
流
本
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
そ
の
順 

序
は

a

-
v
b
w

-
と
考
え
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
n
類
本
諸
本
間
の
異
同
が
全
て
末
流
化
現
象
の
み
と
は
断 

定
で
き
ず
、
例
示
の
中
で
は
、
b
w
が

「鹰

」
の
項
で
独
自
に
特
異
な
異 

同
を
示
す
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
ご
く
稀
で
あ
り
、

n
類
本
b
に
独
自
の
価
値
を
認
め
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、

n
類
本
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
は
、
n
類
本

a
を
も
っ
て
代 

表
さ
せ
る
の
み
で
十
分
で
あ
ろ
う
。

さ
て
I
類
本
及
び
n
類
本
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
の
異
同
に
つ
い
て
は
以
上 

の
如
く
で
あ
る
が
、

つ
い
で
、
I
類
本
と
n
類
本
の
異
同
に
つ
い
て
考
え 

て
み
る
こ

と

と

す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
川
瀬
•
久
曾
神
両
氏 

に
見
解
が
あ
る
。
川
瀬
氏
は
、

標
出
の
語
が
少
い
の
は
、
或
は
文
永
本
(稿
者
注
、
I
類
本
)
の
脱
落

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
語
序
の
異
同
を
見
る
に
、
文
永
本
の
配
列

の
方
が
分
類
が
整
っ
て
を
り
、
弘

長

本

(稿
者
注
、
n
類
本
)
は
錯
乱

し
て
ゐ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

と
さ
れ
、

「
秀
句
」
の
標
目
の
順
等
か
ら
n
類
本
に
混
乱
が
あ
る
こ
と
を 

指
摘
さ
れ
、
断
定
は
さ
れ
な
い
が
、
I
顔
本
に
増
補
と
錯
乱
が
加
っ
て
n 

類
本
に
な
っ
た
と
お
考
え
の
ょ
う
で
あ
る
。

一
方
、
久
曾
神
氏
は
、
こ
類
本
(稿
者
注
、
I
類
本
)
の
嘉
応
元
年
奥 

書
に
見
ら
れ
る
「抄
出
」
の
語
を
手
が
か
り
に
、
甲

類

本

(稿
者
注
、
n 

類
本
)
を
嘉
応
元
年
に
抄
出
し
て
こ
類
本
が
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

単
純
に
考
え
れ
ば
、
語
句
の
少
な
い
I
類
本
を
増
補
し
て
n
類
本
に
な 

っ
た
か
、
語
句
の
多
い
n
類
本
を
抄
出
し
て
I
類
本
に
な
っ
た
か
の
い
ず 

れ
か
と
い
う

こ

と

に
な
る
が
、
事
実
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。

I
類
本
と
n
類
本
の
う
ち

、

伝
来
の
正
し
い
I
類
本

a
と
n
類
本
a
に 

つ
い
て
、
例
示
し
た
「秀
句
」
の
三
項
を
比
較
す
る
と
、
「露
」
「馬
」
の 

項
は
ほ

ぼ

最
初
の
方
は
一
致
し
、
n
類
本
a
は
後
半
に
独
自
の
語
句
が
多 

い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
「鹰

J

の
項
は
最
初
の
語
句
か
ら
異
っ



て
お
り
、
I
類
本

a
の
最
初
の
部
分
は
n
類
本

a
で
は
途
中
に
あ
ら
わ
れ 

る
。
全
体
と
し
て
い
え
ば
、
大
抵
は
前
者
の
よ
う
な
異
同
で
あ
り
、
後
者 

の
よ
う
な
異
同
は
稀
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、

順
序
の
異
同
も
あ
っ

て
、
I
類
本

a

-
類
本
51と
か
、
1
類
本
1̂
-
-
-
>
1
類
本

a 

(
も
っ

と
大
ま
か
に
、
I
類
本
—

類
本
も
し
く
は
n
類

本

—

>
1
類

本

)

と 

い
っ
た
単
純
な
変
化
で
あ
る
か
ど
う
か
す
ら
疑
わ
し
く
、
性
急
な
推
定
は 

危
険
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
諸
系
統
本
の
本
文
の
性
格
を
探
る
た
め
、
見
方
を
変
え
、
次 

の
よ
う
な
比
較
を
試
み
る
。

『
和
歌
初
学
抄
』
冒

頭

の

「古
謌
詞
」
の
項
は
、

諸
本
の
異
同
が
比
較 

的
少
な
い
個
所
で
あ
る
が
、
『
万
葉
集
』
『
古
今
集
』
か

ら

『
後
拾
遺
抄
』 

ま
で
の
勒
撰
集
、

及

び

『
伊
勢
語
』
『
大
和
語
』
の
和
歌
か
ら
重
要
な
歌 

句
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
原
典
の
順
に
抜
き
出
し
て
い 

る
た
め
、
原
典
と
字
句
を
対
照
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

『
和
歌
初
学
抄
』
と
原
典
と
の
比
較
を
試
み
る
と
、

ま
ず
注 

目
さ
れ
る
の
は
、
『
万
葉
集
』
『
拾
遺
集
』
と
し
て
抜
き
出
す
際
に
用
い
ら 

れ
た
原
典
の
性
格
で
あ
る
。
『
万
葉
集
』
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
 

通

常

の

『
万
葉
集
』
で
は
な
く
、
橘
敦
隆
編
の
類
題
集
『
類
聚
古
集
』
で

あ
り
、
天
理
本
.
中
央
大
学
本
の
二
種
の
伝
為
家
筆
本
を
は
じ
め
多
く
の

(8
)

伝
本
に
付
さ
れ
て
い
る
一
よ
り
十
九
に
至
る
卷
数
の
注
記
も
『
類
聚
古 

集
』
の
巻
数
で
あ
る
。

一
方
、

『
拾
遺
集
』
は

「抄
」
で
は
な
く
「集
」 

に
よ
っ
て
語
句
を
抜
き
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
清
輔
の
『
奥
養
抄
』 

中
、
釈
に
お
け
る
「拾
遺
歌
」
が

「抄
」
よ
り
抜
き
出
さ
れ
て
い
る
の
と 

異
っ
て
い
る
。

以
上
、

い
ず
れ
の
場
合
も
、

『
和
歌
初
学
抄
』
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
や 

や
特
異
な
本
に
よ
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

さ
て
、

『
和
歌
初
学
抄
』
の
諸
系
統
本
の
異
同
を
原
典
と
比
較
し
た
場 

合
、
注
目
す
べ
き
点
が
存
す
る
の
は
『
万
葉
集
』
『
古
今
集
』
『
後
撰
集
』 

の
部
分
で
あ
る
。

ま
ず
、
『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
『
万
葉
集
』
の
項
は
、
ほ
ぼ 

『
類
聚
古
集
』
の
順
に
従
っ
て
語
句
を
抄
出
し
て
い
る
が
、

例
外
的
に
、
 

『
和
歌
初
学
抄
』
諸
本
が
共
通
し
て
『
類
聚
古
集
』
の
配
列
と
大
き
く
異 

っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
ニ
点
で
あ
る
。

1
、 

巻
十
九
の
後
に
、
補
遺
と
思
わ
れ
る
語
句
が
大
量
に
付
さ
れ
て
い 

る
他
、
各
巻
の
末
尾
に
も
補
遺
と
思
わ
れ
る
、
そ
の
巻
の
前
の
部
分 

の
語
句
が
並
ぶ
こ
と
が
多
い
。

2
、 

巻
三
の
七
夕
の
項
と
巻
六
の
水
部
の
一
部
に
『
類
聚
古
集
』
と
か 

な
り
配
列
を
異
に
す
る
個
所
が
あ
る
。

前
者
は
、
清辅

が
一
旦
抄
出
し
た
後
、
と
り
落
と
し
た
語
句
を
落
穂
拾 

い
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

一
部
後
人
の
増
補
の
可
能
性
も
考
え
ら 

れ
る
で
あ
ろ
う
。

後
者
は
、

『
和
歌
初
学
抄
』
の
よ
っ
た
『
類
聚
古
集
』 

と
現
行
の
『
類
聚
古
集
』
と
が
、
部
分
的
に
和
歌
の
配
列
を
異
に
し
て
い 

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
持
つ
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
確 

実
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
重
要
な
の
は
『
和
歌
初
学
抄
』
諸
本
間
に
異
同
が
あ
る
場
合 

で
あ
る
。

ま
ず
配
列
を
比
較
検
討
す
る
と
、

『
類
聚
古
集
』
と
最
も
配
列 

が
ー
致
す
る
の
は
、
I
類
本

a
と
n
類
本
a
で
あ
り
、
n
類
本
b
が
こ
れ 

に
次
ぎ
、
I
類
本
b
と

C
は
相
当
異
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
次
第
に
配



列
が
乱
れ
て
い
っ
た
と
す
る
考
え
の
一
方
、
逆

に

『
類
聚
古
集
』
と
の
校 

合
で
後
人
が
配
列
を
正
し
た
と
す
る
考
え
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ 

れ
伝
来
が
古
く
、
し
か
も
系
統
を
異
に
す
る
I
類
本

a
と
n
類
本

a
が
共 

に
最
も
『
類
聚
古
集
』
の
配
^
に
近
い
と
い
う
こ
と
は
後
人
に
よ
り
配 

列
が
正
さ
れ
た
と
す
る
考
え
よ
り
、
徐
々
に
配
列
が
乱
れ
た
と
す
る
考
え 

方
に
妥
当
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

次
に
字
句
の
異
同
を
検
討
す
る
。
諸
本
間
に
重
要
な
異
同
の
あ
る
語
句

和

歌
 

初

学

抄

 

は
る
ひ
も
く
れ
に
(
も
—
の
金
)

ち
り
か
も
く
る
と
(
か_

ナ̂
シ
谷
版
)

い
も
か
し
ら
ひ
も
(
ら
ー
た
金
谷
書
版
)

を
か
ひ
に
は
(
か
ひ
—
き
ひ
書
、
き
ゐ
版
)

ふ
か
く
さ
ゆ
り
(

コ

ノ

項
ナ
シ
谷
、
ふ
か
く
さ
ゆ
り
—
山
か
け
さ 

ゆ
る
書
版
)

さ
つ
き
や
ま
う
の
は
な
月
よ
(
ま
—
み
谷
)

す
た
れ
う
こ
か
し
秋
風
そ
吹
(
う
ー
て
版
)

あ
ま
の
か
は
水
か
け
く
さ
(
か
は
—
ナ
シ
谷
)

あ
ま
の
か
は
や
す
の
わ
た
り
(
か
は
—
ナ
シ
版
)

あ
ま
の
か
は
う
き
つ
(
つ
—
木
金
)

あ
ま
の
か
は
や
そ
の
ふ
な
つ
(
や
そ
の
I
や
そ
せ
の
童
日
、

な

—

る

版
) 

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

あ
き
の
つ
ゆ
し
も
(
き
ー
ま
書
版
)

を
抜
き
出
し
、
『
類
聚
古
集
』
と
比
較
す
る
。
『
和
歌
初
学
抄
』
本

文

(底 

本
は
I
類
本

a
s
伝
為
氏
筆
本
を
用
い
、
I
類
本
b
彰
考
館
蔵
金
森
本 

〈略
号
、
金
、
以
下
同
じ
〉
、

I
類
本

C
S
書
陵
部
蔵
谷
森
本
<#>、
n

 

類
本
&
書
陵
部
蔵
伝
為
家
筆
臨
模
本
<書
〉
、

！̂
類
本
ゎ
(0)
寬
文
ニ
年
版 

本

〈
版
〉
で
校
合
す
る
)
、

『
国
歌
大
観
』
番
号
、

『
類
聚
古
集
』
卷
数
及 

び
頁
数
、
『
類
聚
古
集
』
本
文
の
順
に
掲
出
す
る
。

国
歌
大
観 

番
号

一
九
二

一
八
四
一

一
四
ニ
ー

八
三
八

ニ
四
六
七

類
聚
古
集 

頁一
ノ 

ニ
ニ 

一
ノ
ー
九 

一

ノ
三
ニ 

一
ノ
四
六 

ニ
ノ
五
〇

類

聚

 

古 

集 

は
る
ひ
も
く
れ
に

ヒ

ち
り
か
も
く
る
と

(
も
ニ
合
点
)

い
も
か
し
ら
ひ
も 

を
か
ひ
に
も 

く

さ

ふ
か
ゆ

り

一
九
五
三
ニ
ノ
ー
〇 

さ
つ
き
や
ま
う
の
は
な
つ
き
よ 

四
八
八
三
ノ
八

 

す
た
れ
う
こ
か
し
あ
き
か
せ
そ
ふ
く 

ニ
〇

一
三
三
ノ
ニ
六 

あ
ま
の
か
は
み
と
か
け
く
さ 

ニ
〇

〇

〇

三
ノ
ニ
一 

あ
ま
の
か
は
や
す
の
わ
た
り 

一
五
ニ
九
三
ノ
ー

 

六 

あ
ま
の
か
は
う
き
つ 

ニ
〇
四
六
三
ノ
四
ー

 

「
あ
ま
の
か
は
」
ナ
シ
、
や
そ
の
ふ
ね
つ

ニ
ニ
五
三
三
ノ
八
ー

 

あ
き
の
つ
ゆ
し
も



た
か
ま
つ
の
、

へ
の
ぅ
へ
の
く
さ
(
つ
—
と
金
、

、
—
ナ
シ
谷
、

へ
^
^
ナ
シ
金
書
版
)

か
は
せ
と
め
(せ

I

を
谷
、
と
め一

め̂
と
金
)

あ
く
ら
ん
わ
き
も
し
ら
す
し
て
(
わ
ー
か
書
版
、
し
て
^
^
ナ
シ
版
) 

か
は
ち
と
り
す
む
や
さ
は
へ
(
さ
は
ー
河
金
谷
)

た
ま
た
す
き
く
も
ゐ
る
山
(
山
—
み
ね
書
版
)

な
み
ち
へ
さ
ら
ひ
ゆ
く
水
(
へ
ー
い
谷
、
ら
—
そ
書
版
)

•
 

.
 

.
 

.
 

ち
ィ

お
ち
た
き
ち
な
か
る
、
水

(
た
ー
ナ
シ
版
、
ち
ー
り
金
、

て
谷
、

て
書
版
)

い
は
も
と
た
き
ち
ゆ
く
水
(
た
き
ち
—
た
き
り
金
、
た
き
て
谷
、

"

•
 

•
 

.
 

•
 

•
 

•

た
き
て
書
、
た
か
き
り
版
)

ア
サ
ナ
イ
本

そ
て
さ
へ
ぬ
れ
て
あ
さ
な
つ
み
て
ん
(
あ
さ
な
—
わ
か
な
書
、
ん 

ナ
シ
版
)

ニ

ー

九一

三
ノ
ー 

五

七

た

か

ま

つ

の

の

、
ぅ
へ
の
く
さ

四
一
四
六
四
ノ
ニ
〇

 

か

は

せ

め

と

(
顚
倒
符
)

ニ
六
六
五
五
ノ
ニ
九

 

あ
く
ら
む
わ
き
も
し
ら
す
し
て 

ニ
六
八
〇

五
ノ
八
四

 

か
は
ち
と
り
す
む
さ
わ
の
ぅ
へ 

一
三
三
五
六
ノ
三
五

 

た
ま
た
す
き
く
も
ゐ
る
や
ま 

六
九
九
六
ノ
四
四

 

な
み
ち
へ
さ
ら
ひ
ゆ
く
み
つ 

一
七
一
四
六
ノ
四
三

 

を
ち
た
き
つ
な
か
る
、
み
つ

す

、
き
つ
る
あ
ま
と
か

み

ら

ん

(
コ
ノ
項
ナ
シ
版
、

か
み
，

書
、
ら
ー
ナ
シ
谷
)

な

み

の
し
ほ
さ
ゐ
(
ゐ
—
き
書
、
き
版
)

そ
て
つ
く
は
か
り
あ
さ
き
せ
よ
(
よ
丨
を
諸
本
)

お

ち

か

た

の

へ

(
の
へ
—
ひ
と
谷
書
版
)

し
か
の
あ
ま
の
い
そ
に
か
り
ほ
す
な
つ
き
も
の
(
な
ー
み
書
版
) 

た
に
せ
は
み
み
ね
へ
に
は
へ
る
た
ま
か
つ
ら
(
み
—
る
版
、

へ
— 

ナ
シ
谷
、
ナ
シ
版
)

い
つ
れ
の
し
ま
の
あ
ま
か
か
る
ら
ん
(
あ
ま
丨
山
書
版
、

か
—
く 

谷
) 

•
 

•
 

•

ニ
七
一
八
六
ノ
四
七 

九
五
七
六
ノ
ー 
四
六 

や
よ 

ニ
五
ニ
六
ノ
ー
七
一

ぎ
ち

い
は
も
と
た
に
ゆ
く
み
つ

そ
て
さ
へ
ぬ
れ
て
あ
さ
な
つ
み
て
も 

す

、
き
つ
る
あ
ま
と
か
み
ら
む

ニ
七
三
一
六
ノ
ー 
八
三
な
み
の
し
ほ
さ
ゐ 

一
三
八一

六
ノ
九
三 

そ
て
つ
く
は
か
り
あ
さ
き
を
や 

一
一
〇

七
ノ
八

 

を
ち
か
た
の
へ 

三
一
七
七
七
ノ
七
八

 

し
か
の
あ
ま
の
い
そ
に
か
り
ほ
す
な
つ
き
も
の 

三
〇
六
七
七
ノ
ー
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、
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、
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観国 
番歌 

九 号 大

和

歌

 

初

学

抄

 

こ
の
め
も
は
る
のC

も
は
る
の
—
は
る
さ
め
書
版
)

古

今

 

和

歌

 

集

こ
の
め
も
春
の

ま
か
ね
ふ
く
に
ふ
の
ま
そ
ほ
の
い
ろ
に
い
て
、

(
コ
ノ
項
ナ
シ
版
、

三
五
六
〇

一
六
ノ
ー
六
一
ま
か
ね
ふ
く
に
ふ
の
ま
そ
ほ
の
い
ろ
に
い
て
、 

に

ー

ら

書

、

い

ろ

i

金

、

、

—

ナ

シ

谷

)

以
上
の
表
は
異
同
の
う
ち
一
部
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

ほ
ぼ
全 

体
の
傾
向
は
う
か
が
い
う
る
。

全
体
的
に
見
て
、
底
本
と
し
た
I

類

本
a

伝
為
氏
筆
本
が
最
も
『
類
聚 

古
集
』
に
近
い
本
文
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
中

に

は

「
し 

ま
か
く
れ
わ
き
こ
き
く
れ
は
」
(
八
ノ
ー 

四
九
)
「
あ
さ
こ
き
つ
、
う
た
ふ 

ふ
な
ひ
と
」
(
八
ノ
ー 

六
八
)
「
し
ろ
た
へ
の
わ
か
し
た
ひ
も
」
(
一
二
ノ
ー 

一
一
)

の
よ
う
に
、
伝
為
氏
筆
本
の
み
が
異
っ
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
他 

系
統
本
が
異
っ
て
い
る
例
の
方
が
は
る
か
に
多
い
。
そ
の
う
ち
、
I

類
本 

b

彰
考
館
蔵
金
森
本
、
I

類

本
C

書
陵
部
蔵
谷
森
本
、
n

類
本
b

寛
文
ニ 

年
版
本
の
三
本
は
、

い
ず
れ
も
例
を
挙
げ
た
も
の
の
倍
以
上
の
独
自
異
文 

が
存
在
し
、
本
文
の
転
訛
が
は
っ
き
り
見
て
と
れ
る
。
ま
た
、
語
句
の
配 

列
で
は
I

類

本

3
と

並

ん

で

『
類
聚
古
集
』
と
の
一
致
が
見
ら
れ
た
n

類 

本
a

書
陵
部
蔵
伝
為
家
筆
臨
模
本
も
、
本
文
に
関
し
て
は
I

類

本
a

よ
り

隔
つ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
特
に
、
「
を
き
ひ
に
は
」
(
ー
ノ
四
六
)

+

「
山
か
け
さ
ゆ
る
」
(
ニ
ノ
五
〇
)
「
し
か
の
あ
ま
の
い
そ
に
か
り
ほ
す
み
つ 

き
物
」
(
七
ノ
七
八
)
「
ほ
り
え
こ
く
い
は
か
け
」
(
一
一
ノ
ー
ニ
八
)

の
よ 

う
に
、
耳
慣
れ
な
い
語
句
を
意
図
的
に
改
竄
し
た
と
覚
し
き
個
所
が
目
に

つ
く
。

以
上
の
点
か
ら
、

『
万
葉
集
』

の
個
所
に
お
い
て
は
、

I

類

本
a

が
最 

も
原
典
で
あ
る
『
類
聚
古
集
』
に
近
く
、
n

類

本
a

は
配
列
は
原
典
に
近 

い
も
の
の
本
文
は
や
や
改
変
の
疑
い
が
あ
り
"
そ

の

他

の

系

統

本

は

配 

列

.
本
文
と
も
に
転
訛
が
進
ん
で
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
I

類

本
a

と
n

類

本
a

と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
I

類

本
a 

の
方
が
か
え
っ
て
原
典
に
当
っ
て
字
句
を
正
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る 

一
抹
の
不
安
も
な
い
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、

続

い

て

『
古
今
集
』
『
後
撰 

集

』
で
も
同
様
の
作
業
を
試
み
る
。

諸
本
の
異
同
に
つ
い
て
は
『
万
葉
集
』
の
場
合
と
同
様
に
表
示
し
、
対 

照
す
る
原
典
は
、
『
古
今
集
』
『
後
撰
集
』
と
も
清
輔
本
と
定
家
本
を
用
い 

る
。
『
古
今
集
』
で
は
、
底
本
に
永
治
ニ
年
清辅

本
(宫

本
本
)
を
用
い
、
 

貞
応
ニ
年
定
家
本
(
梅
沢
本
)
を
対
校
す
る
。
『
後
撰
集
』
で
は
清辅

本
と 

さ
れ
て
い
る
片
仮
名
本
(
田
中
本
)
に
天
福
ニ
年
定
家
本
を
対
校
し
、
巻 

十
ま
で
で
打
切
る
こ
と
と
す
る
。
留
意
す
べ
き
個
所
の
み
抄
出
す
る
の
は 

前
と
同
じ
で
あ
る
。
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こ
れ
を
見
る
と
、
『
和
歌
初
学
抄
』
諸
本
の
本
文
の
異
同
が
『
古
今
集
』 

『
後
撰
集
』
に
お
け
る
清
輔
本
と
定
家
本
の
字
句
の
異
同
に
か
か
わ
っ
て 

い
る
場
合
が
あ
る
こ

と

が

わ
か
る
。

ま
ず
、
I

類
本
b

彰
考
館
蔵
金
森
本
は
、
『
古
今
集
』
の
五
一
六
、
『
後 

撰
集
』

の
三
八
八
、

五
三
〇
、

五
九
一
、
六
七
一
、
六
八
三
、
六
八
六
の 

よ
う
に
清辅

本
と
異
な
り
、
定
家
本
と
一
致
す
る
本
文
を
有
す
る
個
所
が 

目
立
ち
、
伝
来
途
上
で
定
家
本
(
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
本
文
を
持
つ
本
) 

と
接
触
し
、
本
文
が
改
罵
さ
れ
た
疑
い
が
強
い
。
そ
し
て
、
先
に
述
べ
た 

よ

う

に

『
万
葉
集
』

の
個
所
に
お
い
て
、
配
列
と
字
句
に
原
典
と
異
同
が 

多
い
こ
と
と
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
I

類
本
b

は
、
少
な
く
と
も
「
古
哥
詞
」 

の
部
分
で
は
、

か
な
り
後
人
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ 

ろ
う
。
ま
た
I

類

本
C

書
陵
部
蔵
谷
森
本
の
場
合
は
、
『
古
今
集
』
『
後
撰 

集
』

の
個
所
で
は
、
積
極
的
に
改
竄
の
手
が
加
わ
っ
た
様
子
は
あ
ま
り
認 

め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
明
ら
か
な
誤
り
が
目
に
つ
き
、
本
文
そ
の
も
の
が 

良
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

1=̂
類
本
こ
と
に
2
類

本

&
書
陵
部
蔵
伝
為
家
筆
臨
模 

本
の
本
文
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
は
微
妙
で
あ
る
。
表
に
お
い
て
、
 

『
後
撰
集
』

の
三
八
八
、
五
三
〇
、

六
八
三
、

六
八
六
の
個
所
で
片
仮
名 

本
本
文
と
異
な
り
、
定
家
本
と
一
致
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
五
個
所
の 

う
ち
三
個
所
ま
で
が
片
仮
名
本
の
傍
書
の
本
文
と
一
致
し
て
お
り
、

真 

に
清辅

本
本
文
を
逸
脱
し
て
い
る
か
ど
う
か
疑
問
が
あ
り
、
後
人
の
改
竄 

と
軽
々
に
断
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
更
に
、
杉
谷
氏
が
指
摘
さ
れ 

た
よ
う
に
、
清辅

晚
年
の
校
定
本
で
あ
る
承
安
三
年
(
一
一
七
三
H

清
輔 

七
十
歳
)
奥
書
本
は
、
現
在
定
家
本
系
本
文
へ
の
校
合
と
い
う
形
で
し
か

知
ら
れ
な
い
悪
条
件
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
従
来
清
輔
本
と
さ
れ
て
き
た 

片
仮
名
本
や
伝
慈
円
筆
本
と
は
本
文
に
や
や
距
離
が
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
 

清辅

自
身
に
よ
る
『
後
撰
集
』
本
文
校
定
の
際
の
本
文
の
揺
れ
が
、

『
和 

歌
初
学
抄
』

の
I

類

本
a

と
n

類

本
a

と
の
本
文
の
違
い
に
反
映
し
て
い 

る
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

試
み
に
、
先

に

あ

げ

た

『
後
撰
集
』

の
四
首
五
個
所
に
つ
い
て
承
安
三 

年
奥
書
本
に
当
っ
て
み
る
と
、

三
八
八
、

五
三
〇
、
六
八
三
の
三
首
四
個 

所
は
底
本
の
定
家
本
の
ま
ま
で
朱
校
が
な
く
、
六
八
六
の
一
個
所
の
み
が 

片
仮
名
本
本
文
に
一
致
す
る
朱
校
が
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
朱
校
の
な 

い
前
者
の
う
ち
、

五
三
〇
、
六
八
三
の
ニ
首
三
個
所
は
、
杉
谷
氏
が
、
承 

安
三
年
奥
書
本
と
の
校
異
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
部 

分
で
あ
る
か
ら
、
考
慮
外
に
お
く
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ

の

よ

う

に

考
え
て
く

る

と

、

考
察
の
対
象
に
で

き

る

個
所 

数
の
少
な
さ
が
気
に
か
か
り
、
決
定
的
な
事
は
言
え
そ
う
に
も
な
い
。

た
だ
、
『
万
葉
集
』

の
場
合
、
n

類

本
a

が
原
典
で
あ

る

『
類
聚
古
集
』 

か
ら
離
れ
た
本
文
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

こ
の
場
合 

も
n

類

本
a

に
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
。

ま
た
、
様
々
の
保
留
を
行
な
っ
た
上
で
も
、
I

類

本
a

が
あ

る

種
の
清 

辅

本
と
良
く
一
致
す
る
本
文
を
持
つ
と

い

う

点
は
疑
い
が
な
い
の
で
あ

る
 

か
ら
、
n

類

本
a

の
本
文
の
性
質
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
I

類

本
a

が
信 

頼
す
べ
き
本
文
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
以
上
の
作
業
そ
の
も
の
を
疑
う
立
場
と
し
て
、
片
仮
名
本
が
清 

輔
本
で
あ
る
と
す
る
前
提
は
、
清辅

の
歌
学
書
類
に
引
用
さ
れ
た
『
後
撰 

集
』

の
本
文
に
最
も
よ
く
一
致
す
る
の
が
片
仮
名
本
で
あ
る
と
い
う
に
す



ぎ
ず
、
本
稿
の
作
業
は
、
そ
の
作
業
の
逆
を
行
な
づ
た
に
す
ぎ
な
い
の
だ 

か
ら
、

一
致
し
て
当
然
と
い
う
見
方
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
の
場
合
に 

も
、

r
和
歌
初
学
抄
』
諸
本
の
中
で
、

最
も
よ
く
片
仮
名
本
に一

致
す
る 

の
は
I

類

本
a

で
あ
る
と
い
う
事
実
は
動
か
せ
な
い
。
ま
た
、
I

類
本
に 

ほ
ぼ
共
通
し
て
見
ら
れ
る
建
長
七
年
の
漉
親
行
の
奥
書
中
に
、

「
万
葉
哥 

等

不

審

詞

者

勘

ニ

彼

集

1
令

；，
散

2
.
蒙

而

已

」

と

あ

る

こ

と

か

ら

、

1

類

本

& 

の
原
典
へ
の
一
致
を
、
原
典
と
校
合
し
た
た
め
と
す
る
見
方
も
あ
ろ
う 

が
、
『
万
！̂

』
の
場
合
は
と
に
か
く
、
『
後
撰
集
』
に
お
い
て
、
定
家
本 

(
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
本
文
を
有
す
る
本
)
と
一
致
す
る
こ
と
の
多
か 

っ
た
本
文
を
、
あ
る
種
の
清
®
^
に
近
い
本
文
に
改
竄
す
る
と
い
う
こ
と 

は
、
考
え
難
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
論
の
展
開
が
煩
雑
に
な
っ
た
が
、
ま
と
め
て
み
る
と
以
下
の
よ 

う
に
な
る
。

I

類
本
、
n

類
本
と
も
に
a

系
統
本
が
純
粋
に
近
い
本
文
を
有
し
て
お 

り
、
そ
れ
以
外
の
諸
本
は
本
文
転
訛
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ 

の
場
合
で
も
、
末
®
{
子
句
の
転
訛
.
改
竄
と
、
内

容

•
構
成
の
異
同
と
は 

別
の
次
元
に
属
す
る
可
能
性
は
依
然
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
 

a

系
統
本
以
外
の
諸
本
(
殊
に
I

類
本
b

、
C

)
を
棄
て
て
顧
み
な
く
て 

よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

一
方
、
I

類
本
a

と
n

類

本
a

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
決
め
手
を
欠 

き
、
確
か
な
結
論
は
出
な
い
。
し
か
し
、
I

類

本
a

が
信
頼
す
る
に
足
る 

本
文
を
持
っ
て
い
る
こ

と

は

確
か
で
あ

る

。

そ
れ
に
対
し
、
n

類

本
a

は 

改
竄
か
と
疑
わ
れ
る
本
文
を
種
々
有
し
て
お
り
、
そ
の
取
り
扱
い
に
は
慎 

重
を
要
す
る
こ

と

は

明
ら
か
で
あ
る
。

従
っ
て
、

f

和
歌
初
学
抄
』
諸
本
の
中
で
は
、
I

類

本
a

を
最
も
重
視 

す
べ
き
で
、
そ

れ

と

大
き
く
異
な
る
本
文
を
持
つ
n

類

本
a

は
、
異
本
本 

文

と

し
て
慎
重
に
併
せ
用
い
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
I

類
本 

b

、
C

は
そ
の
性
格
を
更
に
明
ら
か
に
す
べ
く 

j

応

留

意

の

要

が

あ

る 

が
、
I

類

本
a

k

と
I

類
本
b

と
の
合
成
本
で
あ

る

こ
と
が
判
明
し
た
I
 

類

本
a

㈣

と
、
n

類

本
a

の
末
流
本
と
推
定
さ
れ
る
n

類
本
b

は
、
さ
し 

た

る

価
値
を
有
し
な
い
の
で
、
考
慮
の
対
象
外
と
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い 

で

あ

ろ

う

。

以
上
、
諸
本
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
試
み
た
が
、
久
曾
神
氏
が
言
及
さ 

れ
て
、

い
ま
だ
管
見
に
入
ら
な
い
伝
本
も
あ
る
の
で
、
更
な
る
調
査
を
期

し
た
い
。

そ
れ
に
し
て
も
『
和
歌
初
学
抄
』
諸
本
の
異
同
は
甚
し

く

、

こ

の

よ

う
 

な
和
歌
詠
作
の
実
用
書
的
著
述
で
は
、
撰
述
の
過
程
ば
か
り
で
な
く
、
伝 

流
の
過
程
で
も
変
容
を
蒙
る
こ

と

が

大

き

い

こ

と

を

示
し
て
い

る

よ

う

に 

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔注
〕

(

1

)
 

国

文

学

研

究

資

料

館

初

雁

文

庫

蒇

(M
i
—

五
八
九
)
本
は
、

I
 

類

本
a

w

系
統
本
の
巻
頭
と
巻
末
を
昭
和
初
年
に
書
写
し
た
僅
か
墨 

付
ニ
ー
丁
の
も
の
で
、
国
会
図
書
館
本
と
同
じ
奥
書
を
持
つ
。
西
下 

経

一

氏

が

「
色
葉
和
難
集
の
作
者j 

(
「
文
学
」
昭

7 

•  

3
)
中
で
、
 

「
家
蔵
の
初
学
抄
(
題
簽
に
は
花
月
抄
)
」
と
言
及
さ
れ
た
本
よ
り
の 

抄
写
か
と
思
わ
れ
る
が
、
該
本
は
初
雁
文
庫
中
に
は
現
存
し
な
い
。

(
2
) 

n

類
本
a

で
管
見
に
入
っ
た
の
は
、
こ
の
睿
陵
部
蔵
伝
為
家
筆
蹢



模
本
一
本
の
み
で
あ
る
が
、
未
見
の
数
山
文
庫
蔵
本
は
奥
書
か
ら
見 

て
こ
の
系
統
本
か
と
思
わ
れ
る
。
久

保

田

淳

氏

r

數
山
文
庫
蔵
書
目 

録
抄
略
註
」
(
「
和
歌
史
研
究
会
会
報
」
16

昭
40

.
2

)

の
解
説
ょ
り 

全
文
引
用
す
る
。

袋
綴
写
本
ー
冊
。

ニ
五
*
>
<
ー
九
.
一
ー
8
題
簽
な
し
。

「
和
歌
初
学 

抄
全
」
と
打
ち
つ
け
書
き
。

墨
付
八
◦
丁
、
奥

書

(
融
覚
の
部
分
は 

歌
学
大
系
本
と
一
致
)

本
云初

、学
抄
淸
輔
朝
臣
撰

弘
長
ニ
年
六
月
」
求
出
更
校
合
」
年
来
証
本
」
被
借
失
了
」
仍
以 

或
本
所
書
写
也
」

六
旬
余
比
丘
」
融
覚 判

山
門
東
南 

浄
教
房
実
養
f

印 

お
そ
ら
く
完
本
か
。
(
以
上
引
用
)

ま
た
、
国

会

図

書

館

蔵

(
わ
九
一
一
、

一

〇

七
—

一
岡
)

の
寛
文 

ニ

年

版

本

(
岡
田
希
雄
氏
旧
蔵
本
)
に
は
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
岡
田 

氏
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
校
合
書
入
が
さ
れ
て
お
り
、
巻

末

に

「
一
本 

\
弘
長
ニ
年
六
月
求
出
校
合
、

年
来
証
本
被
，

一

借
失

t 
了
、

仍
以n

或 

本1

所
ニ
書
写

一

也

\

六

旬

余

比

丘

融

覚

御

判

」
と

書

入

が

あ

る

。
こ

の 

校
合
本
も
n

類

本
a

で

あ

る

こ

と

は

、

校
合
の
内
容
か
ら
も
明
ら
か 

で
あ
る
が
、
奥
書
の
字
句
に
小
異
が
あ

る

こ
と
等
か
ら
、
書
陵
部
蔵 

本
、
數
山
文
庫
蔵
本
の
い
ず
れ
で
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。

-

注

(
2
)
の
国
会
図
書
館
蔵
寛
文
ニ
年
版
本
は
、
改
装
し
、

一
冊

に
合
綴
し
た
も
の
で
、
天
地
及
び
、
書
脳
部
分
を
裁
ち
落
と
し
た
た 

め
、
書
脳
部
分
の
文
字
が
綴
じ
目
に
は
い
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
書 

陵
部
蔵
本
と
同
版
同
刊
記
で
あ
る
が
や
や
後
印
で
あ
る
。

な
お
、
久

曾

神

氏

は

「
天
和
四
年
子
仲
春
上
辭
、
青
物
町
、
£

 

屋
板
」
と
刊
記
の
あ
る
、
半
紙
半
截
絵
入
一
冊
本
の
存
在
を
報
告
さ 

れ
て
い
る
が
未
見
で
あ
る
。

(
4
) 

「
露
」
は
伝
本
に
よ
っ
て
証
歌
が
異
な
る
の
で
、
特
に
証
歌
ま
で
掲

げ
る
。

(
5
) 

『
古
辞
書
の
研
究
』
(
昭
30
刊
)

ニ
七
八
〜
二
八
五
頁
。

(
6
) 

r

e

ロ
本
叢
書
『
平
安
時
代
歌
論
集
』
(
昭

52
刊
)
月
報
。

(
7
) 

恣
な
想
像
の
幾
つ
か
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
場
合
が
考
え
ら 

れ
る
。

1
、 

I

類

本
a 

(
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
本
)
か
ら
、

そ
の
略
本
を 

作
ろ
う
と
し
て
、
所
々
省
略
し
て
写
し
て
み
た
が
、
結
局
気
が
変 

っ
て
省
略
し
た
語
句
を
後
に
追
補
し
た
。

2
、 

所
々
略
さ
れ
た
抄
本
を
I

類

本
a 
(
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
本
) 

と
対
校
し
て
、
足
り
な
い
語
句
を
後
に
追
補
し
た
。

3
"
所
々
に
追
補
の
語
句
の
あ
る
I

類
本
b

を
基
に
し
て
、
追
補
の 

語
句
を
本
体
部
分
の
語
句
の
間
に
適
宜
挿
入
し
て
I

類

本
a

が
で 

き
た
。

1
と
2
な
ら
、
I

類
本
b

は
I

類

本
a

の
末
流
本
で
あ
り
、

3
な
ら 

I

類
本
b

は
I

類

本
a

の
前
稿
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

い
ず
れ 

も
決
め
手
は
全
く
な
い
。

ま
た
3
は
、

「
後
拾
遺
詞
」

の
場
合
は
可 

能
性
が
あ
る
が
、

「
秀
句
」

の
場
合
は
、

各
標
目
末
尾
の
語
句
を
前



の
方
に
移
す
理
由
が
理
解
し
難
く
、
極
め
て
不
自
然
で
あ
る
。

(
8
) 

「
二
十
」

の
注
記
を
有
す
る
伝
本
も
あ
る
が
、
『
和
歌
初
学
抄
』
は 

『
類
聚
古
集
』
巻

二

十

(
現
存
本
は
欠
巻
で
あ
る
が
旋
頭
歌
の
巻
と
さ 

れ
る
)
か
ら
は
語
句
を
と
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(
9
) 

『
類
聚
古
集
』
は
、

臨
川
書
店
復
刻
版
(
昭

49
刊
)
を
用
い
、

頁 

数
も
複
刻
に
際
し
付
さ
れ
た
も
の
に
よ
る
。

(
10
)

 

『
後
撰
集
』
の
清辅

本
が
い
か
な
る
本
文
を
有
す
る
か
は
、

か
な 

り
複
雑
で
、
杉

谷

寿

郎

氏

『
後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』
(
昭
4 6
刊
) 

に
お
い
て
、
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
杉
谷
氏
は
、
藤
原
清 

辅

校
定
本
と
し
て
、
加
納
諸
平
旧
蔵
片
仮
名
本
、
伝
慈
円
筆
本
、
承

安
三
年
奥
書
本
の
三
種
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
三
本
間
に 

は
本
文
の
異
同
も
か
な
り
あ
り
、
又
、
傍
書
本
文
も
あ
る
。
杉
谷
氏 

は
傍
書
校
合
も
清
輔
も
し
く
は
そ
の
周
辺
の
人
の
手
に
な
る
も
の
と 

推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
清辅

自
身
の
校
定
本
文
の
揺
れ 

を
あ
る
い
は
反
映
し
て
い
る
か
に
思
え
、
そ
の
辺
を
見
究
め
る
の
は 

か
な
り
困
難
の
よ
ぅ
で
あ
る
。

〔
付
記
〕

本
調
査
に
際
し
、
御
所
蔵
の
図
書
の
閲
覧
.
複
写
を
許
さ
れ
た 

諸

文

庫

•
機
関
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
な
お
、
本
稿
の
一
部
は
、 

和
歌
文
学
会
昭
和
五
十
七
年
度
六
月
例
会
(
六
月
十
九
日
、
於
上
智
大
学
) 

に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
よ
っ
て
い
る
。


